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こ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
成
文
憲
法
論
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ア
メ

リ
カ
の
共
和
制
憲
法
の
起
源
と
し
て
も
み
な
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
ア

メ
リ
カ
の
論
者
達
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
通
常
の
こ
と
と
し
て
論
じ

ら
れ
る
（
2
）

。

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
理
論
の
中
核
に
制
度
の
思

想
が
あ
る
と
仮
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
う
し
た
視
点
か
ら
日
本
の
研
究
状
況
に
お
け
る
問
題
点
を
示
し

て
み
よ
う
。
一
般
的
に
日
本
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
思
想
史
研
究

な
い
し
そ
の
説
明
に
お
い
て
、
彼
の
憲
法
制
度
論
な
い
し
政
治
制

度
論
が
技
術
的
側
面
と
し
て
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
他
方
で
日

本
に
お
け
る
政
治
制
度
研
究
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
の
天
皇
制

を
重
視
す
る
た
め
君
主
制
な
し
の
制
度
研
究
を
敬
遠
す
る
傾
向
が

あ
る
ゆ
え
に
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
優
れ
た
憲
法
論
が
無
視
さ
れ
て
き

た
状
況
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
抗
し
て
ハ
リ

ン
ト
ン
の
憲
法
な
い
し
政
治
制
度
を
徹
底
的
に
明
確
化
し
よ
う
と

試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
が

主
に
政
治
思
想
史
分
野
に
あ
る
が
故
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
研
究

分
野
に
お
い
て
そ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ

れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
理
論
を
政
治
制
度
論
と
し
て
位
置
付

け
、
そ
の
分
析
を
通
じ
て
彼
の
共
和
主
義
思
想
を
浮
き
彫
り
に
す

第
一
節　

序
論

周
知
の
如
く
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
思
想
史
分
野
に
お
い

て
高
く
評
価
さ
れ
る
思
想
家
は
、
Ｊ
・
ロ
ッ
ク
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ハ
リ
ン
ト
ン
、
Ｊ
・
ミ
ル
ト
ン
な
ど
で
あ
る
。
社
会
契
約
論
者
と

し
て
の
ロ
ッ
ク
は
、
そ
の
精
緻
な
問
題
設
定
及
び
政
治
理
論
に
お

い
て
秀
で
て
い
る
。
共
和
主
義
者
ミ
ル
ト
ン
は
、
そ
の
表
現
力
に

お
い
て
優
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
本
稿
で
焦
点
を
あ
て
る
ハ
リ

ン
ト
ン
は
、
共
和
主
義
に
基
づ
く
政
治
制
度
論
に
つ
い
て
、
最
も

優
れ
て
い
る
思
想
家
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
1
）

。
そ
れ

は
、
彼
の
自
由
主
義
的
成
文
憲
法
構
想
に
お
い
て
も
っ
と
も
明
ら

か
に
示
さ
れ
る
。
周
知
の
如
く
彼
の
憲
法
構
想
を
示
す
主
著
『
オ

シ
ア
ナ
共
和
国
』（
一
六
五
六
）
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、

一
六
四
〇
年
代
か
ら
一
六
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
革
命

﹇
な
い
し
内
戦
﹈
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
強
力
な
民
主
制
的
方

向
を
示
す
憲
法
改
革
を
唱
え
た
『
国
民
協
約
（A

greem
ents of 

the P
eople

）』（
一
六
四
七
、
一
六
四
九
）、
及
び
オ
リ
バ
ー
・

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
『
統
治
章
典

（Instrum
ent of G

overnm
ent

）』（
一
六
五
三
）
な
ど
に
象
徴

さ
れ
る
如
く
、
成
文
憲
法
が
珍
し
く
な
か
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

一
九
六
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和
主
義
﹇
共
和
制
﹈
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
国
民
﹇
市
民
﹈
代
表

に
最
高
権
力
を
与
え
る
政
治
制
度
（political system

）
の
こ
と

を
意
味
す
る
﹇P

.Z
agorin,A

 H
istory of P

olitical T
h

ou
gh

t 
in

 th
e E

n
glish

 R
evolu

tion,1954,p.146;H
.H
.K
eeble,ed.,

W
ritin

g of th
e E

n
glish

 R
evolu

tion,2001,p.289

﹈。
ゆ
え
に

こ
れ
は
、
世
襲
君
主
制
の
反
対
で
あ
る
と
い
う
。

我
々
が
こ
こ
で
あ
え
て
通
常
の
共
和
制
観
念
を
確
認
す
る
の
は
、

元
々
そ
の
思
想
が
君
主
制
統
治
制
度
と
の
対
極
に
あ
る
共
和
制
統

治
制
度
を
基
本
に
想
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
よ

り
具
体
的
に
言
え
ば
、
そ
の
「
ガ
バ
メ
ン
ト
」
や
「
政
治
制
度
」

に
重
点
が
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
制
度
論
の
顕
著
さ
を
強
調
す
る
の
は
、

例
え
ば
、
以
下
の
著
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
急
進
的
な
共
和
主
義

者
シ
ド
ニ
ー
と
の
比
較
で
ハ
リ
ン
ト
ン
の
制
度
論
の
独
創
性
を
確

認
す
る
。「
Ａ
・
シ
ド
ニ
ー
の
『
統
治
論
』
に
お
い
て
、
ミ
ル
ト
ン

が
表
現
し
た
ほ
ど
の
共
和
主
義
的
な
も
の
な
ど
存
在
せ
ず
、
ハ
リ

ン
ト
ン
が
想
像
し
た
ほ
ど
制
度
的
な
も
の
な
ど
存
在
せ
ず
、
か
つ

ロ
ッ
ク
が
想
定
し
、
論
じ
た
ほ
ど
の
理
論
的
な
い
し
論
争
的
な
も

の
な
ど
存
在
せ
ぬ
と
述
べ
る
こ
と
は
、
通
常
で
あ
る
」
と
（D

erek 
H
irst et al.

〈eds.

〉,W
ritin

g
 a

n
d

 E
n

g
a

g
em

en
t in

 
S

even
teen

th
-C

en
tu

ry,C
am
bridge,1999,p.165

）。
こ
れ
は
、

一
七
世
紀
の
主
要
な
三
人
の
政
治
思
想
家
の
そ
れ
ぞ
れ
の
通
説
的

独
創
性
も
表
現
し
て
い
る
。

（
2
） 
こ
の
時
代
に
お
け
る
成
文
憲
法
が
珍
し
く
な
い
状
況
に
つ
い

る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
理
論

を
政
治
制
度
論
と
し
て
捉
え
な
お
す
。
次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の

一
つ
の
中
核
概
念
で
あ
る
彼
の
「
代
議
院
」（the prerogative 

tribe or equal representative of the people

）
な
い
し
民
会

（assem
bly of the people, popular assem

bly

）
制
度
の
記
述

に
焦
点
を
あ
て
、
か
つ
分
析
す
る
こ
と
と
な
る
（
3
）

。
わ
れ
わ
れ
は
、

彼
の
政
治
制
度
思
想
の
核
心
を
捉
え
る
こ
と
を
本
来
的
な
目
的
と

す
る
。
し
か
し
本
稿
は
、
よ
り
特
定
的
な
対
象
に
焦
点
を
あ
て
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
主
権
制

度
の
要
を
な
す
、「
代
議
院
」
な
い
し
民
会
に
焦
点
を
あ
て
か
つ

そ
れ
を
明
確
化
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
） 

「
共
和
主
義
（republicanism

）」
は
、
周
知
の
如
く
、
君
主

制
と
対
比
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
君
主
制
は
、
伝
統
的
国
王
が
自
ら

の
臣
民
に
対
し
て
個
人
的
権
威
を
享
受
し
、
自
ら
の
個
人
的
財
産

と
し
て
自
ら
の
王
国
を
支
配
す
る
。
し
か
し
共
和
制
統
治

（governm
ent

）
は
、
原
理
的
に
共
通
善
の
た
め
に
市
民
に
よ
る
市

民
の
業
（business

）﹇res publica

﹈
で
あ
る
（M

.C
anovan,

1987

）
と
言
わ
れ
る
。

さ
ら
に
具
体
的
に
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
﹇
内
戦
﹈
期
の
共

一
九
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第
二
節　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
制
度
と
し
て
の

共
和
国
憲
法

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
思
想
が
一
人
の
恣
意

的
支
配
と
は
異
な
り
、
そ
の
多
数
の
国
民
で
あ
る
市
民
の
自
治
を

基
本
に
、
彼
ら
の
権
利
と
自
由
を
擁
護
す
る
思
想
と
み
な
す
立
場

を
と
る
。
従
っ
て
彼
は
、
そ
れ
を
保
障
す
る
も
の
が
成
文
憲
法
な

い
し
政
治
制
度
で
あ
る
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

ハ
リ
ン
ト
ン
が
制
度
に
対
す
る
強
い
信
頼
を
抱
く
制
度
的
な
共
和

主
義
的
思
想
傾
向
を
も
つ
も
の
と
解
釈
す
る
。

こ
う
し
た
仮
説
の
下
で
わ
れ
わ
れ
は
、
一
般
に
理
解
さ
れ
る
憲

法
の
条
件
を
確
認
し
た
後
、
政
治
制
度
論
と
し
て
構
想
し
直
そ
う

と
す
る
。
ま
ず
最
も
広
範
な
憲
法
の
定
義
は
、「
政
府

（governm
ent

）
を
設
立
し
規
制
し
か
つ
統
治
す
る
ル
ー
ル
（
1
）

」
で

あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
政
府
と
統
治
ル
ー
ル
を
基
本
と
す
る
も

の
と
解
し
得
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
よ
り
制
度
論
的
な
概
念
を
必
要

と
す
る
。
そ
れ
に
応
え
る
も
の
は
、
ス
ク
ル
ー
ト
ン
の
憲
法
定
義

で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
憲
法
は
、「
国
家
の
基
本
的
政
治
原
理
」

を
指
す
。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
で
は
、

農
地
法
、
選
挙
に
よ
る
統
治
官
の
輪
番
制
、
法
の
支
配
が
そ
れ
で

て
、
例
え
ば
Ｇ
・
Ｈ
・
サ
ビ
ン
ら
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
の
記
述

が
要
を
得
て
い
る
。

「
そ
う
し
た
憲
法
観
念
は
、
成
文
の
統
治
章
典
、
特
別
な
憲
法
形

成
の
立
法
機
関
、
及
び
制
定
法
と
憲
法
実
定
法
と
の
区
別
に
つ
い

て
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
既
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
一
六
五
六
年
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
が

神
秘
的
な
立
法
者
の
魅
力
で
ま
と
わ
せ
る
、
Ｏ
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

に
自
ら
の
計
画
と
必
然
的
に
取
り
組
ま
せ
た
。
彼
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ

ル
に
な
す
よ
う
に
望
む
こ
と
は
、
政
治
家
及
び
学
者
﹇
に
よ
る
立

法
者
﹈
評
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
統
治
を
公
式
化
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
各
々
が
自
由
に
自
ら
の
提

案
を
そ
の
立
法
者
評
議
会
に
も
ち
込
ま
せ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

る
。
ひ
と
た
び
こ
の
憲
法
が
公
式
化
さ
れ
る
と
、
こ
の
憲
法
は
、

諸
条
文
（
そ
の
構
造
の
重
要
な
要
素
を
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
が
扱
う
）

に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
る
」（G
.H
. S
abine et al., A

 H
istory of 

P
olitical T

h
eory, 1973, p.468

）。
こ
れ
は
、
我
々
の
ハ
リ
ン
ト

ン
の
憲
法
論
へ
の
手
短
な
文
脈
の
一
部
で
も
あ
る
。

（
3
） J.G

.A
. P
ocock, ed., T

h
e P

olitical W
orks of Jam

es 
H

arrin
gton, 1977, p.227.

一
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捉
え
る
こ
と
と
す
る
。

オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
の
概
観

わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
で
ハ
リ
ン
ト
ン
が
構
築
す
る
憲
法
に
つ
い

て
よ
り
多
面
的
な
概
念
を
含
意
す
る
「
政
治
制
度
」
概
念
に
よ
っ

て
構
成
す
る
。
広
義
の
憲
法
の
意
味
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
内
の
基

本
的
な
ル
ー
ル
の
枠
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
の
み
で
は
大
ま
か
で
あ

り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
最
近
の
定
義
に
近
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、「
政
治
」
が
国
家
﹇
な
い
し
公
共
的
な
も

の
﹈
の
枠
組
み
を
前
提
と
す
る
も
の
と
し
て
考
察
す
る
。
そ
の
制

度
は
、「
規
範
・
価
値
・
利
益
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
﹇
自
己

認
識
﹈・
及
び
信
念
を
定
義
づ
け
、
か
つ
擁
護
す
る
手
続
き
や
行

動
を
作
用
さ
せ
る
基
準
の
集
成
（
4
）

」
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
特
に

そ
の
公
式
的
ル
ー
ル
や
常
設
的
組
織
面
な
ど
を
重
視
す
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
形
式
は
、『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
と
同
様

に
、
そ
の
共
和
制
末
期
に
書
か
れ
た
『
ロ
ー
タ
（
即
ち
、
自
由
国

家
な
い
し
平
等
な
共
和
国
）』（
一
六
五
九
）
と
い
う
著
作
に
お
い

て
も
示
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
に
基
づ
き
、
そ
の
理
論
を
構

成
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
憲
法
は
ま
ず
立
法
者
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
と
い
う
（
5
）

。

あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
憲
法
が
「
立
法
部
・
行
政
執
行
部
・
司
法

部
﹇
と
い
う
統
治
の
三
権
を
担
う
そ
れ
ぞ
れ
﹈
の
構
成
、
権
限
、

並
び
に
手
続
き
、
そ
し
て
官
吏
の
任
命
、
及
び
（
権
力
行
使
に
権

限
を
与
え
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
仲
介
す
る
）
任
務
の
構

造
を
決
定
す
る
（
2
）

」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
憲
法
と
政
治
制
度
を
一
体

的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
に
こ

れ
を
適
用
し
て
み
よ
う
。
立
法
部
は
、「
元
老
院
」（S
enate

）
と

民
会
（the P

eople

）﹇
代
議
院
（P

rerogative T
ribe

）﹈」
か
ら

な
る
両
院
議
会
で
あ
り
、
行
政
執
行
部
が
「
政
庁
（S

ignory

）」

な
ど
で
あ
り
、
司
法
部
は
立
法
部
が
そ
れ
を
兼
任
す
る
。
そ
の
統

治
の
三
権
を
担
う
機
関
の
手
続
き
は
、
法
の
支
配
原
理
に
基
づ
き

各
条
文
に
記
さ
れ
、
官
吏
の
任
命
は
、「
公
職
輪
番
制

（R
otation

）」
に
基
づ
き
、
か
つ
主
に
元
老
院
の
選
挙
に
よ
り
、

比
較
的
短
期
間
に
限
定
さ
れ
る
。
執
行
権
は
、
立
法
部
に
よ
っ
て

権
限
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
も
制
限
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
執

行
権
は
、
政
庁
に
ば
か
り
に
限
定
さ
れ
ず
、
元
老
院
も
そ
れ
に
加

わ
り
﹇
そ
れ
が
議
院
内
閣
制
の
如
く
﹈、
か
つ
仲
介
す
る
任
務
構

造
も
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
（
3
）

。

わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
こ
う
し
た
憲
法
と
政
治
制
度
と
の
関
連
に

よ
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
の
共
和
国
憲
法
の
基
本
要
素
を

一
九
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
二
〇
〇
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制
に
よ
っ
て
そ
の
根
本
か
ら
統
治
官
職
な
い
し
主
権
権
力
の
諸
部

門
へ
と
こ
の
同
等
な
活
力
を
も
た
ら
す
（
8
）

」。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト

ン
の
選
挙
制
度
原
理
で
あ
り
、
か
つ
執
行
行
政
部
に
活
性
化
を
促

し
、
か
つ
執
行
行
政
権
力
の
制
限
規
定
を
具
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
条
文
（
全
三
十
条
）
規
定 

『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
憲
法
に
お
い
て
本
条
文
は
、
全
三
〇
条

か
ら
構
成
さ
れ
る
。『
ロ
ー
タ
』
に
お
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ

れ
ら
を
、
第
一
章
「
市
民
部
」、
第
二
章
「
宗
教
部
」、
第
三
章

「
軍
事
部
」、
第
四
章
「
属
州
部
」
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
の
区
分

は
、
軍
事
部
に
対
す
る
市
民
区
分
の
意
味
の
視
点
か
ら
主
に
分
け

ら
れ
る
（
9
）

。
し
か
し
こ
れ
は
、
文
民
対
軍
人
の
明
確
な
二
分
法
と

い
っ
た
今
日
的
意
味
か
ら
判
断
す
る
と
、
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な

い
。
そ
れ
は
、
軍
事
部
の
政
治
に
対
す
る
過
剰
な
関
与
を
防
止
す

る
意
図
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
憲
法
区
分
は
、

市
民
部
が
政
治
﹇
公
的
な
も
の
﹈
を
含
意
す
る
と
解
さ
れ
る
。

従
っ
て
市
民
部
が
本
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
も
の
は
、
付
随
的

部
分
と
み
な
さ
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
主
に
、
そ
の
条
文
規
定
に
沿
っ
て
言
及
す
る
こ
と

と
す
る
。

（
一
）
基
本
原
理

通
常
憲
法
の
基
本
原
理
は
、「
前
文
」
で
述
べ
ら
れ
る
。
従
っ

て
そ
れ
は
『
オ
シ
ア
ナ
』
の
第
一
序
説
（「
統
治
原
理
」）
に
お
い

て
示
さ
れ
る
。
オ
シ
ア
ナ
憲
法
の
よ
り
簡
潔
な
基
本
原
理
の
表
現

は
、『
オ
シ
ア
ナ
』
の
共
和
国
全
体
の
要
約
（
6
）

に
お
い
て
も
明
確
に

書
か
れ
る
。

〈
1
〉
第
一
基
本
法
と
し
て
の
農
地
法

『
オ
シ
ア
ナ
』
の
そ
れ
に
は
、
そ
の
基
本
法
と
し
て
二
つ
の
も

の
を
規
定
す
る
。
第
一
に
「
中
核
法
な
い
し
基
本
法
は
、
農
地
法

で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
年
間
土
地
収
入
が

「
二
千
ポ
ン
ド
に
割
り
当
て
ら
れ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
い
か

な
る
者
も
土
地
財
産
が
特
定
の
価
値
を
超
え
て
収
入
を
得
て
は
な

ら
ぬ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
将
来
に
お
い
て
対
立

の
火
種
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
理
由
の
た
め
に
規
定
す
る
。
し

か
し
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
う
し
た
制
限
を
強
い
る
こ
と
が
必
ず
し

も
賢
明
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
直
ぐ
に
認
め
て
い
る
（
7
）

。
い

ず
れ
に
せ
よ
彼
は
、
そ
の
社
会
経
済
的
視
点
か
ら
政
治
制
度
を
安

定
さ
せ
る
要
素
と
し
て
、
農
地
法
原
理
を
根
本
に
据
え
る
。

〈
2
〉
第
二
基
本
法
と
し
て
の
公
職
輪
番
制
（
選
挙
を
含
む
）

第
二
の
基
本
法
は
、「
投
票
が
平
等
な
選
挙
な
い
し
公
職
輪
番

二
〇
〇
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使
用
人
で
あ
る
と
し
て
も
そ
の
市
民
へ
の
昇
進
の
可
能
性
を
担
保

し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
こ
の
共
和
国
の
活
力
を
引
き
出
そ
う
と

し
て
い
る
ゆ
え
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

〈
第
二
条
〉
青
年
と
高
年
の
区
分

オ
シ
ア
ナ
の
住
民
全
体
（
女
性
・
子
供
・
使
用
人
を
除
く
）
に

対
し
て
、
彼
ら
の
年
齢
に
よ
っ
て
高
年
者
と
青
年
に
区
分
す
る
。

高
年
者
は
、
三
十
歳
以
上
の
者
と
す
る
。
青
年
は
、
十
八
歳
か
ら

三
十
歳
以
下
の
者
と
す
る
。
高
年
者
（
な
い
し
自
由
人
）
は
、
市

民
行
政
（
統
治
官
な
い
し
公
務
員
と
し
て
）
の
遂
行
資
格
を
有
す

る
（
12
）

。〈
第
三
条
〉
騎
兵
﹇
一
級
市
民
﹈
と
歩
兵
﹇
二
級
市
民
﹈
の
区

別
オ
シ
ア
ナ
の
住
民
に
対
し
て
（
女
性
・
子
供
・
使
用
人
を
除

き
）、
彼
ら
の
財
産
（
状
態
）﹇
年
間
収
入
﹈
に
よ
っ
て
騎
兵
と
歩

兵
に
区
分
す
る
。
騎
兵
は
、
そ
の
財
産
（
状
態
）﹇
年
間
収
入
﹈

に
つ
い
て
土
地
、
財
、
及
び
貨
幣
で
百
ポ
ン
ド
以
上
の
者
と
す
る
。

歩
兵
は
、
そ
れ
以
下
の
収
入
の
者
と
す
る
（
13
）

。

〈
第
四
条
〉
教
区
・
郡
及
び
部
族
﹇
州
﹈

「
国
民
を
彼
ら
の
生
活
の
場
所
に
従
っ
て
、
教
区
、
郡
、
及
び

部
族
に
区
分
す
る
」。
最
大
の
地
域
区
分
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
一
章
の
市
民
部
門
は
、
以
下
の
如
く
高
年
﹇
三
十
歳
以

上
﹈
者
に
関
す
る
規
定
が
中
心
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
青
年

﹇
十
八
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
﹈
は
、
軍
事
的
側
面
に
重
点
が
置
か

れ
、
高
年
者
が
市
民
部
門
に
重
点
を
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
第
一
章
）
市
民
部

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
共
和
国
憲
法
の
条
文
を
規
定
す
る
前
に
、
共

和
国
の
設
立
な
い
し
構
築
に
お
い
て
、
最
初
の
業
﹇
建
築
者
の

業
﹈
は
、
資
材
を
は
め
込
み
、
か
つ
配
置
す
る
こ
と
以
外
に
あ
り

得
ぬ
と
述
べ
る
。
共
和
国
の
資
材
は
、
国
民
﹇people

﹈
で
あ
る

と
い
う
。
そ
の
オ
シ
ア
ナ
の
国
民
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
り
、

国
民
を
幾
つ
か
の
区
分
に
配
列
さ
れ
る
。
即
ち
、
彼
ら
の
資
質
、

年
齢
、
富
、
及
び
居
住
な
い
し
生
活
地
に
つ
い
て
で
あ
る
（
10
）

。

〈
第
一
条
〉
市
民
と
使
用
人
の
区
分

「
国
民
﹇the people

﹈
を
自
由
人
な
い
し
市
民
、
及
び
使
用

人
に
区
分
す
る
。
と
い
う
の
は
も
し
使
用
人
が
自
由
に
達
す
る
な

ら
ば
、
即
ち
、
自
ら
が
自
由
に
達
す
れ
ば
使
用
人
達
も
自
由
人
な

い
し
市
民
と
な
っ
て
生
活
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
11
）

」。
こ
こ
で
は
、

独
立
的
行
動
人
と
し
て
の
市
民
概
念
を
基
本
単
位
と
し
、
自
治
的

市
民
と
し
て
措
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
オ
シ
ア
ナ
人
が
こ
こ
で

二
〇
一
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二
〇
二
）

そ
の
第
二
段
階
は
、
そ
の
代
理
人
達
が
集
ま
る
各
部
族
﹇
州
﹈ 

の
中
心
市
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
上
の
国
家

議
会
の
代
表
選
挙
で
あ
っ
た
（
17
）

。

〈
第
七
条
〉
地
方
の
統
治
官
（
高
官
）
の
選
挙
﹇
一
﹈（
郡
を
中

心
に
）

第
七
条
を
含
む
以
下
の
三
つ
の
条
文
は
、
郡
、
州
の
統
治
官
の

選
出
規
定
を
述
べ
る
こ
と
に
関
わ
る
。

「
本
条
は
、
次
の
よ
う
に
必
要
と
す
る
。
即
ち
、
各
教
区
代
表

﹇deputies

﹈
は
、
一
月
末
日
に
続
く
第
一
月
曜
日
に
郡
の
会
合

場
所
に
武
装
し
て
毎
年
集
ま
り
、
か
つ
そ
こ
で
彼
ら
の
人
数
か
ら

一
人
の
治
安
判
事
、
一
人
の
陪
審
員
、
…
…
を
選
出
」
す
る
と
し

て
規
定
し
始
め
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
如
き
一
覧
に
よ
る
も
の
が

規
定
さ
れ
る
（
18
）

。

西
暦
…
…
年

ネ
ブ
ロ
サ
﹇
仮
名
﹈
の
統
治
官
選
挙
一
覧

　

Ａ
等
級　
　

治
安
判
事
（
…
…
の
郡
の
）

　

Ｂ
等
級　
　

第
一
陪
審
員
（
…
…
の
部
族
に
お
け
る
）

　

Ｃ
等
級　
　

郡
の
大
尉
（
そ
の
郡
は
、
一
〇
五
人
の
代
表
選

挙
か
ら
な
る
）

オ
シ
ア
ナ
の
土
着
な
い
し
固
有
の
領
土
﹇
課
税
台
帳
・
国
民
数
・

及
び
地
域
の
範
囲
を
顧
慮
し
た
﹈
が
便
宜
と
な
り
得
る
ほ
ど
の
正

確
さ
に
よ
っ
て
、
可
能
な
限
り
平
等
に
五
十
の
行
政
管
区
、
州
、

な
い
し
部
族
に
区
分
す
る
。
各
州
の
下
に
二
十
ず
つ
の
郡
が
あ
り
、

全
部
で
千
の
郡
が
あ
る
。
そ
の
郡
の
下
に
十
ず
つ
の
教
区
が
あ
り
、

合
計
一
万
の
教
区
と
な
る
（
14
）

。

〈
第
五
条
〉
教
区
、
投
票
、
及
び
そ
の
教
区
の
﹇
民
会
〈
国
民
〉

（people

）﹈
代
表
の
設
定

本
条
文
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
国
民
議
会
に
お
け
る
間
接
選
挙
の
出

発
点
で
あ
る
教
区
で
の
選
挙
人
の
選
出
に
関
わ
る
。

『
オ
シ
ア
ナ
』
に
よ
れ
ば
「
十
二
月
末
日
に
続
く
次
の
第
一
月

曜
日
に
、
各
教
区
の
高
年
者
は
、
五
人
の
う
ち
の
一
人
を
代
表

﹇
選
挙
人
﹈
に
選
出
す
る
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
開
始
す
る
条
文

は
、
民
会
﹇
国
民
﹈
代
表
（deputies

）
を
教
区
﹇
即
ち
、
三
層

制
地
方
自
治
〈
州
・
郡
・
教
区
〉
の
う
ち
の
第
三
層
﹈
か
ら
選
出

す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
15
）

。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て

教
区
が
民
会
代
表
を
選
出
す
る
二
段
階
の
う
ち
の
第
一
段
階
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
Ｒ
・
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
第
五
条
は
、

間
接
選
挙
に
よ
り
、「
州
全
体
の
選
挙
人
団
と
し
て
活
動
す
る
各

教
区
の
投
票
数
の
五
分
の
一
の
選
挙
（
16
）

」
で
あ
る
と
い
う
。

二
〇
二
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〈
第
九
条
〉
地
方
の
高
級
統
治
官
選
挙
﹇
三
﹈

「
本
条
は
、
監
察
官
（
或
い
は
第
一
招
集
演
説
官
）
が
第
七
等

級
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
従
っ
て
郡
の
治
安
官
か
ら
の
一
覧
を
受

け
取
っ
た
後
に
、
次
の
諸
等
級
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
統
治
官
達

の
一
覧
を
顧
慮
し
て
前
も
っ
て
そ
の
投
票
壷
に
注
目
す
る
こ
と
と

す
る
。
即
ち
、
そ
の
統
治
官
の
選
挙
一
覧
は
、
そ
の
第
一
の
一
覧

が
最
高
級
職
（P

rim
e M
agnitude

）
と
呼
ば
れ
、
六
つ
で
あ
り
、

第
二
の
一
覧
が
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
﹇
第
二
高
級
職
﹈
と
呼
ば
れ
、
九

つ
で
あ
る
（
21
）

」。
こ
の
統
治
官
職
の
表
現
は
、
国
家
レ
ベ
ル
で
も
同

じ
で
あ
る
。

〈
第
十
条
〉
部
族
﹇
州
﹈
の
最
高
級
職
の
統
治
官
の
選
出

「
本
条
は
、
教
区
代
表
（deputies

）
が
二
月
末
日
の
次
の
各

月
曜
日
に
、
部
族
（tribe

）
の
集
合
場
所
に
お
い
て
自
ら
を
武

装
し
た
騎
兵
と
歩
兵
と
さ
せ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
」
と
ま
ず
述

べ
始
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
も
抽
選
方
法
な
ど
を
含
む
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
方
式
の
も
の
が
規
定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
の
選
挙
に
付
す
る
高
官
職
一
覧
が
列
挙
さ
れ
る
。

西
暦
…
…
年

﹇
州
﹈
最
高
級
職
一
覧
（
或
い
は
統
治
官
達
の
初
日
の
選
挙
）

　

Ｄ
等
級　
　

旗
手
﹇
少
尉
﹈

　

Ｅ
等
級　
　

第
二
陪
審
員

　

Ｆ
等
級　
　

治
安
官
（H

igh constable

）

　

Ｇ
等
級　
　

検
死
官

こ
の
条
文
の
補
足
文
書
に
は
、
そ
の
選
挙
実
施
費
用
も
列
挙
さ

れ
る
（
19
）

。
〈
第
八
条
〉
地
方
の
統
治
官
選
挙
﹇
二
﹈（
部
族
﹇
州
﹈
を
中
心

に
）ま

ず
こ
こ
で
は
、「
本
条
は
、
司
令
長
官
と
し
て
の
州
長
官

（lord high sheriff 

）
及
び
部
族
﹇
州
﹈
の
兵
員
簿
管
理
官
（
或

い
は
第
一
招
集
演
説
官
）
と
し
て
の
治
安
判
事
記
録
保
管
官

（custos rotulorum

）
は
、
同
じ
も
の
の
郡
治
安
官
に
よ
っ
て
給

付
化
さ
れ
た
彼
ら
の
郡
一
覧
を
受
け
入
れ
た
後
に
、
騎
兵
を
歩
兵

か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
投
票
に
か
け
ら
れ
る
必

要
が
あ
る
」
と
規
定
し
始
め
る
。
か
く
し
て
高
官
職
の
報
酬
が
決

め
ら
れ
て
か
ら
、
こ
う
し
た
州
の
高
官
達
も
投
票
に
か
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
（
20
）

。

オ
シ
ア
ナ
憲
法
の
公
職
輪
番
制
は
、
地
方
に
お
け
る
統
治
高
官

に
も
貫
徹
さ
れ
る
。

二
〇
三



政
経
研
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第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
二
〇
四
）

し
州
の
最
高
執
行
部
（prerogative troop

）
の
第
一
統
治
官
で

あ
る
（
23
）

」。
こ
う
し
た
条
文
は
、
州
に
お
け
る
最
高
執
行
部
で
あ
る

「
ピ
ュ
ー
ラ
ル
ク
」
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語
名
を
登
場
さ
せ
る
。
そ

れ
は
、
州
に
お
い
て
最
高
の
行
政
執
行
機
能
を
担
う
。

〈
第
十
二
条
〉
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
﹇
第
二
高
級
統
治
官
﹈
の
設
定

本
条
文
に
お
い
て
最
高
級
の
統
治
官
に
次
ぐ
も
の
を
規
定
す
る
。

「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
と
呼
ば
れ
た
一
覧
の
活
動
で
あ
る
、
第
二
日

の
選
挙
に
お
い
て
そ
の
部
族
の
招
集
を
方
向
づ
け
る
。
こ
こ
に
お

い
て
そ
の
監
察
官
は
、
第
二
投
票
の
た
め
に
第
九
条
に
お
い
て
与

え
ら
れ
た
方
針
に
従
っ
て
投
票
壷
を
準
備
す
る
こ
と
と
す
る
。
即

ち
、
次
の
よ
う
な
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
一
覧
に
お
け
る
統
治
官
数
に

従
っ
て
、
各
等
級
に
お
い
て
四
等
級
、
及
び
九
人
の
選
挙
人
を
形

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
間
投
票
壷
に
お
け
る
三
十
六
の
金
小

球
を
混
ぜ
て
準
備
す
る
」。
こ
れ
は
、
例
の
如
く
、
そ
の
開
始
部

分
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
そ
の
選
出
選
挙
手
順
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

る
。ギ

ャ
ラ
ク
シ
ー
選
挙
一
覧

　

第
一
騎
士　
　

騎
兵
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

　

州
長
官
（
司
令
官
） 

こ
れ
は
、
ヌ
ビ
ア
部
族
の
も
の

で
あ
る
。

　

州
統
監 

そ
れ
は
、
こ
の
今
の
招
集
で
は
、

七
百
の
騎
兵
と
千
五
百
の
歩
兵

を
含
む
。

　

治
安
判
事
記
録
保
管
官 

こ
こ
で
の
代
表
（deputies

）

は
、
全
部
で
二
千
二
百
人
で
あ

る
。

　

指
揮
官
（
補
給
局
長
）

　

第
一
監
察
官
（censor

）

　

第
二
監
察
官
（
22
）

〈
第
十
一
条
〉﹇
州
の
﹈
最
高
級
（P

rim
e M
agnitude

）
の
統

治
官
職

こ
の
条
文
に
お
い
て
ま
ず
部
族
水
準
で
の
頂
点
に
あ
る
統
治
官

の
選
挙
一
覧
を
規
定
す
る
。

「
本
条
は
、﹇
州
の
﹈
最
高
級
一
覧
に
含
ま
れ
た
統
治
官
達
の
義

務
や
機
能
を
説
明
す
る
。
郡
の
統
治
官
は
、
次
の
よ
う
な
州
統
治

官
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
郡
統
治
官
は
彼
の
よ
り
古
い
公
職
に
加
え
、

か
つ
前
条
文
に
付
け
加
え
、
ピ
ュ
ー
ラ
ル
ク
（phylarch

）
な
い

二
〇
四
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ハ
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シ
ア
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す
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片
（
倉
島
）

（
二
〇
五
）

即
ち
、
一
年
に
五
千
ポ
ン
ド
の
所
得
に
達
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら

の
間
に
土
地
を
平
等
に
分
割
さ
せ
る
か
、
或
い
は
長
男
に
は
残
る

土
地
の
最
大
部
分
な
い
し
比
率
が
、
二
千
ポ
ン
ド
の
価
値
を
超
え

ぬ
ほ
ど
、
き
わ
め
て
平
等
に
近
い
か
の
い
ず
れ
か
に
、
分
割
さ
せ

る
こ
と
と
す
る
」。

本
条
文
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
こ
の
憲
法
の
基
本
法
に
し
て
原
理

で
あ
る
農
地
法
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
オ
シ

ア
ナ
』
流
に
、
長
文
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

第
十
三
条
は
、「
農
地
法
の
設
定
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
う
し

た
言
葉
に
よ
っ
て
、
人
々
は
、
農
地
法
の
根
拠
で
あ
っ
た
も
の
を

認
識
し
得
る
（
25
）

」。
次
は
、
以
下
の
条
文
で
あ
る
と
し
て
、
憲
法
条

文
を
移
行
さ
せ
る
。

〈
第
十
四
条
〉
選
挙
﹇
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
方
式
﹈
の
一
般
規
定

本
条
は
、
公
職
輪
番
制
と
い
う
オ
シ
ア
ナ
の
基
本
原
理
が
そ
の

原
型
で
あ
る
シ
ス
テ
ム
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。「
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
投
票
が
幾
つ
か
の
変
更
に
よ
っ
て
適
合
さ
れ
、
か
つ
各

会
議
へ
と
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
共
和
国
に
お
い
て
選
挙
を
与

え
る
恒
常
的
に
し
て
唯
一
の
方
法
で
あ
る
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
投

票
制
度
を
構
成
す
る
（
26
）

」。

第
十
四
条
の
本
文
自
体
は
、
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と

　

第
二
騎
士

　

第
三
代
表

　

第
四
代
表　
　

騎
兵
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

　

第
五
代
表

　

第
六
代
表

　

第
七
代
表　
　

歩
兵
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

　

第
八
代
表

　

第
九
代
表

残
り
で
こ
の
条
文
は
、
未
婚
者
が
そ
れ
ら
の
公
職
に
就
け
ぬ
こ

と
な
ど
も
規
定
す
る
（
24
）

。

〈
第
十
三
条
〉
オ
シ
ア
ナ
、
マ
ル
ペ
シ
ア
、
及
パ
ノ
ペ
ア
の
農

地
法こ

こ
で
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
第
一
の
基
本
法
で
あ
る
、
農
地
法
が

そ
の
属
州
を
含
め
た
も
の
を
主
題
と
す
る
条
文
で
あ
る
。

「
本
条
は
、
オ
シ
ア
ナ
﹇
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
﹈、
マ
ル
ペ
シ
ア
﹇
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
﹈、
パ
ノ
ペ
ア
﹇
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
﹈
の
農
地
法
を

構
成
す
る
。
農
地
法
に
よ
っ
て
本
条
文
は
、
第
一
に
次
の
よ
う
に

オ
シ
ア
ナ
の
固
有
の
領
土
内
に
あ
り
、
か
つ
存
在
す
る
よ
う
な
こ

う
し
た
土
地
全
て
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

二
〇
五
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（
二
〇
六
）

本
条
は
、
オ
シ
ア
ナ
に
お
け
る
国
政
の
最
高
執
行
部
を
選
出
す

る
事
項
に
関
わ
る
。

「
元
老
院
に
お
い
て
騎
士
達
が
自
ら
の
地
位
に
就
く
年
次
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
﹇
第
二
高
級
統
治
官
﹈
の
騎
士
達
は
、
三
月
の
末
日
に

続
く
次
の
各
月
曜
日
に
、
同
じ
も
の
の
第
一
水
準
で
招
集
さ
れ
、

か
つ
元
老
院
は
、
第
三
水
準
を
退
け
、
第
一
水
準
を
受
け
入
れ
た

後
、
次
の
手
順
で
、
予
定
表
の
第
一
部
に
含
ま
れ
る
統
治
官
選
挙

へ
と
進
め
る
」。

将
軍
卿　
　
　
　
　

一
年
任
期
の
統
治
官
達

演
説
官
卿

第
一
監
察
官

第
二
監
察
官

第
三
国
璽
委
員　
　

三
年
任
期
の
統
治
官
達　

第
三
財
務
委
員

そ
の
統
治
官
職
の
権
利
全
体
及
び
そ
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
後

に
条
文
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
政
庁
は
、
ほ
と
ん
ど
純
粋

に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
も
の
（
29
）

で
あ
る
。
予
定
表
の
第
二
部
は
、
次
の

く
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
選
挙
制
度
は
、
か
な
り
込
み
入
っ
て
い
る
。

Ｆ
・
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
の
問
題

は
現
実
に
可
能
な
事
項
で
あ
る
こ
と
を
確
か
に
し
て
い
な
い
（
27
）

と

言
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
こ
こ
で
は
、
簡
明
に
彼
が
そ
の
都
市
国

家
の
様
式
の
通
り
で
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
に
と
ど
め
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
本
節
で
そ
の
憲
法
の
流
れ
を
整
理
す
る
目
的
を

も
つ
が
故
、
次
の
重
要
な
執
行
部
事
項
に
移
る
関
連
を
確
認
す
る

こ
と
と
な
る
。

「
元
老
院
の
表
か
ら
そ
の
諸
部
分
の
構
成
及
び
使
用
」
へ
と
来

る
た
め
に
、
そ
れ
は
、
特
定
の
条
文
に
含
ま
れ
る
。「
元
老
院
に

特
定
的
で
あ
る
条
文
は
、
選
挙
な
い
し
命
令
」
か
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
と
い
う
。
元
老
院
の
選
挙
は
、
一
年
毎
、
二
年
毎
、
及
び
臨

時
の
三
種
か
ら
な
る
と
説
く
。
毎
年
の
選
挙
は
、「
ト
ロ
ピ
ッ
ク

﹇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
﹈」
と
呼
ば
れ
る
予
定
表
に
よ
る
の
で
あ
り
、
か

つ
そ
れ
は
二
部
に
分
か
れ
る
。
そ
の
毎
年
選
出
さ
れ
る
第
一
は
、

統
治
官
を
含
み
、
も
う
一
つ
は
諸
評
議
会
を
含
む
。
統
治
官
達
の

予
定
表
﹇
な
い
し
ト
ロ
ピ
ッ
ク
﹈
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
条
文
で

続
け
ら
れ
る
（
28
）

。

〈
第
十
五
条
〉
共
和
国
の
最
高
統
治
官
の
選
出

二
〇
六



Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
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の
オ
シ
ア
ナ
の
代
議
院
に
関
す
る
一
断
片
（
倉
島
）

（
二
〇
七
）

表
の
第
二
部
「
諸
評
議
会
」
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

〈
第
十
六
条
〉
諸
評
議
会
（C

ouncils

）
の
構
成

こ
こ
で
は
、
元
老
院
と
と
も
に
執
行
機
能
も
果
た
す
、
諸
評
議

会
に
関
す
る
条
文
と
な
る
。

ま
ず
そ
れ
は
、「
本
条
は
、
四
つ
の
評
議
会
、
即
ち
、
国
策
評

議
会
、
軍
評
議
会
、
宗
教
評
議
会
、
及
び
商
業
評
議
会
の
構
成
が

元
老
院
の
構
成
と
そ
の
公
職
輪
番
制
と
一
致
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら

れ
る
。

最
初
に
国
策
評
議
会
が
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
評
議
会
は
、
元
老

院
の
第
三
水
準
か
ら
五
人
の
騎
士
の
毎
年
の
選
挙
に
よ
り
、
各
水

準
に
お
い
て
五
人
ず
つ
で
、
十
五
人
の
騎
士
か
ら
な
る
。

第
二
に
、
軍
評
議
会
へ
と
移
る
。
こ
れ
は
、
各
水
準
に
お
い
て

三
人
ず
つ
で
合
計
九
人
の
騎
士
か
ら
構
成
す
る
。
そ
れ
は
、
監
督

官
に
よ
っ
て
軍
評
議
会
へ
と
提
案
さ
れ
、
か
つ
選
出
さ
れ
る
、
国

策
評
議
会
に
よ
っ
て
第
三
水
準
か
ら
三
人
の
騎
士
の
年
次
選
挙
に

よ
る
。
彼
ら
は
、
国
策
評
議
会
の
残
り
の
成
員
か
ら
こ
の
選
挙
に

よ
っ
て
除
外
さ
れ
ぬ
。
四
人
の
民
会
の
護
民
官
は
、
軍
評
議
会
の

会
期
権
と
選
挙
権
を
も
つ
。

第
三
に
、
宗
教
評
議
会
は
、
十
二
人
の
騎
士
か
ら
な
り
、
各
水

準
か
ら
四
人
ず
つ
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。
こ
の
評
議
会
の
議
長
は
、

第
十
六
条
で
方
向
づ
け
ら
れ
る
。

一
年
任
期
の
統
治
官
（
一
会
期
中
に
そ
う
し
た
名
誉
を
も
つ
職

の
う
ち
の
一
つ
以
上
に
い
か
な
る
人
も
就
け
な
い
と
い
う
条
件

で
）
い
か
な
る
水
準
か
ら
も
選
出
し
得
る
。
し
か
し
三
年
任
期
の

統
治
官
達
は
、
そ
の
会
期
が
そ
の
名
誉
職
の
任
期
の
前
に
切
れ
ず
、

か
つ
（
い
か
な
る
人
も
民
会
選
挙
に
よ
っ
て
そ
こ
に
要
件
づ
け
ら

れ
る
よ
り
も
長
く
統
治
官
職
に
就
く
こ
と
は
、
違
法
で
あ
る
）
本

共
和
国
の
公
職
輪
番
制
に
お
け
る
分
断
を
も
た
ら
す
と
い
け
な
い

か
ら
、
第
三
水
準
の
他
に
は
選
出
し
得
ぬ
。

将
軍
卿
は
、
元
老
院
の
一
議
長
で
あ
る
。
将
軍
卿
は
、
こ
の
国

が
行
軍
さ
れ
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
場
合
に
軍
の
大
将
と
な
る
。

そ
の
場
合
に
は
第
二
将
軍
卿
が
元
老
院
の
第
一
議
長
と
な
り
、
第

二
軍
隊
の
大
将
と
な
る
。

六
人
の
委
員
と
と
も
に
将
軍
卿
は
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
の
政
庁
で

あ
り
、
元
老
院
の
各
評
議
会
に
お
い
て
、
開
催
権
、
並
び
選
挙
権
、

及
び
そ
れ
ら
の
い
か
な
る
も
の
に
も
、
共
同
的
か
或
い
は
幾
人
か

で
提
案
権
を
も
つ
。

従
っ
て
こ
の
政
庁
は
、
こ
の
統
治
官
制
の
権
利
と
使
用
全
体
に

よ
っ
て
ほ
ぼ
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
る
（
30
）

。

『
オ
シ
ア
ナ
』
に
お
い
て
以
下
の
条
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
予
定

二
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〈
第
十
八
条
〉
特
別
選
挙
な
い
し
精
査
監
視
に
よ
る
選
挙
の
構

成
こ
の
条
文
に
お
い
て
「
第
十
八
条
は
、
独
裁
官
選
挙
を
除
き
、

精
査
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
新
た
に
現
れ
る
と
き
の
あ
ら
ゆ
る
選
挙
、

或
い
は
評
議
会
が
選
挙
人
達
の
五
分
の
一
水
準
と
な
る
こ
と
に
よ

る
、
選
挙
の
種
類
を
指
定
す
る
。
例
え
ば
、
臨
時
大
使
の
必
要
な

場
合
に
国
策
評
議
会
の
監
督
官
達
な
い
し
彼
ら
の
う
ち
の
二
人
は
、

一
人
の
競
合
者
が
国
策
評
議
会
に
よ
っ
て
、
選
出
さ
れ
る
ま
で
、

同
じ
も
の
﹇
こ
の
国
策
評
議
会
﹈
に
提
案
で
き
る
（
34
）

」
と
規
定
し
始

め
る
。

緊
急
時
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
軍
事
面
の
事
項
が
想

起
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
統
治
官
制
内
の
人
々
な
い
し
そ
の
統
治
官
制
外
か
ら
の
人
々

は
、
同
様
に
精
査
に
よ
る
選
挙
の
資
格
を
有
す
る
。
し
か
し
軍
雇

用
に
対
す
る
精
査
監
視
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
統
治
官
（
な
い
し

官
吏
）
は
、
元
老
院
の
騎
士
で
も
民
会
の
代
表
で
も
な
い
場
合
に
、

代
議
院
に
よ
っ
て
自
ら
の
職
務
を
確
認
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
民
会
が
主
権
者
で
あ
る
共
和
国
に
お
け
る
民
兵
は
、
民

会
の
命
令
な
し
に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
適
法
で
な
い
か
ら
で
あ

る
（
35
）

」。

監
察
官
が
議
長
と
な
る
。
こ
れ
は
、
元
老
院
の
第
三
水
準
か
ら
四

人
の
騎
士
の
毎
年
の
選
挙
に
よ
る
。

第
四
に
、
商
業
評
議
会
は
、
各
水
準
に
お
い
て
四
人
ず
つ
で
、

十
二
人
の
騎
士
か
ら
な
る
。
こ
の
評
議
会
は
、
元
老
院
の
第
三
水

準
か
ら
四
人
の
騎
士
の
毎
年
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
と
規

定
さ
れ
る
（
31
）

。

〈
第
十
七
条
〉
常
駐
大
使
の
二
年
毎
の
選
挙
な
い
し
領
域
の
構

成
こ
の
条
文
は
、
海
外
に
お
け
る
常
駐
大
使
を
主
題
と
す
る
条
文

で
あ
る
。「
四
人
の
﹇
外
国
﹈
居
住
者
か
ら
な
る
、
常
駐
大
使
の

二
年
毎
の
選
挙
な
い
し
領
域
の
構
成
を
命
令
す
る
。
そ
の
領
域
の

交
替
は
、
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
に
赴
き
か
つ
二
年
間
居
住
す
る
に
は
、

八
年
に
わ
た
っ
て
遂
行
さ
れ
、
か
つ
元
老
院
投
票
に
よ
っ
て
二
年

間
で
一
人
の
選
挙
を
通
じ
て
留
保
さ
れ
る
（
32
）

」
と
規
定
し
始
め
る
。

こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
及
び
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
四
カ
国
の
常
駐
大
使
の
選
任
と
移
動

規
定
で
あ
る
。
こ
れ
も
当
時
に
お
け
る
安
全
保
障
な
ど
の
対
外
関

係
の
重
要
性
に
鑑
み
、
述
べ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
憲
法
の
説
明
書
き
で
は
、
以
上
が
平
時
の
選
挙
関
連
事
項

で
あ
る
。
次
に
緊
急
時
の
そ
の
事
項
へ
と
移
行
す
る
（
33
）

と
い
う
。
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で
特
定
の
愛
情
な
い
し
利
益
の
偏
向
か
ら
彼
ら
を
近
づ
け
ぬ
よ
う

な
方
法
（
37
）

」
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
こ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
大
評
議

会
が
そ
の
精
査
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
名
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど

い
か
な
る
者
も
い
つ
も
選
出
し
な
い
理
由
は
、
き
わ
め
て
あ
り
そ

う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
条
文
の
導
入
部
分
が
述
べ
る
如
く
、「
こ
の
選
挙

が
、
元
老
院
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
で
最
後
の
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
。
最
後
に
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
諸
評
議
会
に
つ
い
て
以
下

の
如
く
述
べ
、
か
つ
結
ぶ
。「
そ
の
諸
評
議
会
は
、
既
に
示
さ
れ

た
水
準
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
命
じ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
に
来
る
状
態
に
あ
る
。
諸
評
議
会
へ
の
命

令
水
準
は
、
二
つ
あ
る
。
そ
の
第
一
水
準
は
、
そ
こ
で
進
め
る
主

題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
水
準
は
、
そ
れ
ら
の
手
続
き
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
（
38
）

」
と
。
そ
の
諸
評
議
会
の
主
題
は
、
次
の
第

十
九
条
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

〈
第
十
九
条
〉
諸
評
議
会
の
主
題
に
関
す
る
諸
評
議
会
の
命
令

本
条
は
、
前
の
第
十
六
条
及
び
次
の
第
二
十
条
と
と
も
に
、
執

行
と
法
案
の
検
討
に
つ
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
諸
評
議
会
を
主

題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
諸
評
議
会
の
承
認
に
属
す
る
よ
う
な
議
事
を
各
評
議
会
に
分

こ
こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
広
義
の
民
主
制

的
論
拠
を
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
同
僚
で
あ
る
、
ネ
ヴ
ィ

ル
と
同
様
に
民
主
制
的
意
味
づ
け
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

即
ち
、
最
終
的
決
定
権
が
、
国
民
な
い
し
民
会
（the people

）

に
あ
る
と
主
張
す
る
故
で
あ
る
。

こ
の
条
文
に
お
け
る
補
足
文
は
、
ロ
ー
マ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
事

例
が
導
入
さ
れ
る
。

「
ロ
ー
マ
人
達
は
、
そ
の
執
政
官
が
兵
員
会
﹇
ケ
ン
ト
ゥ
リ
ア
﹈

で
選
出
さ
れ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
平
民
会
﹇
ク
リ
ア
﹈
に
是
認
さ

れ
る
以
外
に
民
兵
を
命
じ
得
ぬ
ほ
ど
奇
妙
で
あ
る
。
と
い
う
の
は

民
会
（the people

）
か
ら
自
ら
の
権
力
を
受
け
ぬ
統
治
官
が
、

民
会
か
ら
そ
の
権
力
を
奪
い
、
か
つ
彼
ら
の
権
力
を
奪
う
こ
と
は
、

彼
ら
の
自
由
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
36
）

」
と
い
う
。

こ
の
精
査
に
よ
る
選
挙
は
、
選
挙
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
も
の
で

あ
る
が
ゆ
え
で
あ
る
と
述
べ
る
。

次
に
こ
の
導
入
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
そ
れ
に
移
す
。

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
も
の
と
容
易
に
認
識
し
得
る
精
査
に
よ
る

選
挙
に
つ
い
て
、
自
分
達
の
も
の
に
最
も
適
合
的
な
人
々
か
ら
な

る
各
評
議
会
に
お
い
て
、
道
理
上
、
最
善
に
ち
が
い
な
い
、
各
知

識
を
理
解
す
る
方
法
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
主
張
下

二
〇
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命
令
を
示
す
状
態
に
あ
る
（
41
）

」
と
。

〈
第
二
十
条
〉
諸
評
議
会
の
手
続
き
方
法
の
命
令

本
条
は
、
前
条
に
続
き
、
諸
評
議
会
を
扱
う
。

ま
ず
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
始
め
る
。
即
ち
「
元
老
院
命
令
に

つ
い
て
、
そ
の
統
治
官
達
と
諸
評
議
会
に
よ
っ
て
継
続
的
に
遵
守

さ
れ
る
べ
き
討
議
方
法
を
含
む
。

本
共
和
国
の
顧
問
官
と
し
て
の
政
庁
の
統
治
官
は
、
国
家
な
い

し
統
治
の
全
事
項
を
そ
の
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て

政
庁
の
統
治
官
達
は
、
い
か
な
る
者
も
、
或
い
は
大
部
分
も
、
い

か
な
る
評
議
会
に
お
い
て
も
提
案
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
な
い
し
彼
ら
が
、
そ
れ
が
最
も
適
切
に
属
す
る
そ
の
評
議

会
に
お
い
て
気
に
入
る
ど
ん
な
議
事
で
も
提
案
で
き
る
。
そ
の
評

議
会
が
そ
の
義
務
を
守
ら
し
得
る
こ
と
を
前
述
の
統
治
官
達
は
、

元
老
院
へ
の
提
案
権
を
も
つ
共
和
国
の
監
督
者

（superintendents

）
及
び
検
査
官
（inspectors

）
で
あ
る
」
と
。

さ
ら
に
監
察
官
に
論
及
す
る
。「
監
察
官
（censors

）
は
、
こ
う

し
た
統
治
官
達
と
同
等
な
権
限
を
も
つ
が
、
宗
教
評
議
会
と
の
関

連
で
の
み
（
42
）

」
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
「
各
評
議
会
に
お
け
る
三
人
の
監
督
官
（provosts

）

達
の
う
ち
の
二
人
は
、
同
じ
評
議
会
に
提
案
で
き
、
か
つ
同
じ
評

け
る
。
評
議
会
が
受
け
取
り
、
か
つ
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
か

つ
次
の
第
一
の
も
の
﹇
国
策
評
議
会
﹈
の
如
く
、
彼
ら
が
受
け
入

れ
、
準
備
し
、
か
つ
こ
の
元
老
院
議
員
に
導
入
す
る
も
の
も
あ

る
（
39
）

」
と
規
定
し
始
め
る
。

次
に
、
国
策
評
議
会
は
、「
あ
ら
ゆ
る
演
説
を
受
け
入
れ
、
情

報
や
交
渉
文
書
を
受
け
入
れ
、
本
共
和
国
に
送
ら
れ
た
大
使
に
聴

衆
を
与
え
、
か
つ
本
共
和
国
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
る
よ
う
な
も
の

の
命
令
を
作
成
し
、
属
州
議
会
提
案
を
受
け
取
り
、
か
つ
そ
の
諸

議
会
に
情
報
を
保
た
せ
、
修
正
で
あ
れ
廃
止
で
あ
れ
、
制
定
さ
れ

る
全
て
の
法
に
つ
い
て
、
か
つ
同
じ
も
の
﹇
評
議
会
﹈
の
秩
序

立
っ
た
準
備
に
導
き
得
る
限
り
、
共
和
国
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、

元
老
院
に
彼
ら
に
よ
っ
て
、
導
入
さ
れ
る
人
の
徴
用
な
い
し
貨
幣

の
徴
収
、
戦
争
や
和
平
、
同
盟
な
い
し
連
合
を
審
議
す
る
（
40
）

」。

以
上
が
そ
の
諸
評
議
会
が
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
遂
行
能
力
に
応

じ
て
政
策
の
提
案
を
な
す
手
続
き
上
の
経
路
の
説
き
起
こ
し
部
分

で
あ
る
。
こ
れ
に
沿
っ
て
元
老
院
が
最
終
的
に
煮
詰
め
る
こ
と
と

な
る
。

こ
の
導
入
部
の
最
後
に
次
の
条
文
へ
の
つ
な
ぎ
文
が
示
さ
れ
る
。

「
諸
評
議
会
の
主
題
に
関
す
る
諸
評
議
会
の
命
令
が
示
さ
れ
た
が

故
、
私
は
、
以
下
の
如
く
そ
れ
ら
の
手
続
き
方
式
に
つ
い
て
そ
の

二
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ル
に
従
っ
て
、
騎
兵
の
投
票
壷
付
近
に
お
い
て
騎
兵
隊
に
よ
っ
て

か
つ
騎
兵
隊
か
ら
ス
ワ
ロ
ー
﹇
三
年
任
期
の
官
吏
﹈
の
一
人
の
大

将
及
び
一
人
の
コ
ル
ネ
ッ
ト
奏
者
を
選
出
す
る
。
同
じ
投
票
方
法

後
に
、
歩
兵
の
投
票
壷
に
お
け
る
歩
兵
隊
か
ら
ス
プ
レ
ー
﹇
三
年

任
期
の
官
吏
﹈
の
一
人
の
旗
手
﹇
少
尉
﹈
と
と
も
に
一
人
の
大
尉

は
、
代
議
院
の
第
三
等
級
（classis

）
を
構
成
し
、
か
つ
そ
の
等

級
と
な
る
（
45
）

」
と
規
定
し
始
め
る
。

さ
ら
に
こ
れ
は
、
最
も
重
要
な
代
表
に
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

「
七
人
の
代
表
（deputies

）
は
、
各
部
族
に
よ
っ
て
毎
年
選
出

さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
三
人
は
、
騎
兵
で
あ
る
。
四
人
は
歩
兵
で

あ
る
」。
ゆ
え
に
ス
ワ
ロ
ー
は
、
百
五
十
人
の
騎
兵
か
ら
な
り
、

ス
プ
レ
ー
は
、
二
百
人
の
歩
兵
か
ら
な
る
。
そ
の
諸
等
級
の
残
り

は
、「
二
つ
あ
り
、
数
的
に
そ
の
各
々
は
、
平
等
で
あ
り
、
代
議

院
全
体
﹇
そ
の
二
つ
の
属
州
（
マ
ル
ペ
シ
ア
と
パ
ノ
ペ
ア
）
即
ち
、

両
属
州
の
騎
士
と
代
表
の
他
に
﹈
は
、
千
五
十
人
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
（
46
）

」
と
規
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
補
足
し
た
後
に
、
よ
り
重
大
な
の
は
、
こ
の
「
部
族

﹇
州
﹈
選
挙
が
以
下
の
よ
う
に
毎
年
あ
り
、
こ
の
部
族
に
属
す
る

他
の
も
の
も
存
在
す
る
（
47
）

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
第
二
十
二
条
〉
代
議
院
﹇
民
会
﹈
に
お
け
る
統
治
官
の
交
替

議
会
の
よ
り
特
定
的
提
案
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
議
事
一
般
の
検

査
及
び
監
督
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
各
作
業
は
、
特
定
の
人
に

委
任
も
さ
れ
る
目
的
故
（
43
）

」
な
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
う

し
た
細
部
に
も
目
配
り
を
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
そ
の
真
摯
な
精

神
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
は
、
Ｂ
・
ウ
ォ
ー
デ
ン
が
評
す
る
如
く
、

徹
底
し
た
探
究
心
を
も
つ
学
者
と
し
て
の
ハ
リ
ン
ト
ン
と
政
治
家

と
し
て
の
Ｈ
・
ネ
ヴ
ィ
ル
と
の
相
違
で
あ
ろ
う
（
44
）

。
と
い
う
の
は
後

者
は
、
前
者
よ
り
綿
密
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
条
文
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
諸
評
議
会
に

よ
る
政
策
形
成
的
要
件
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

〈
第
二
十
一
条
〉
代
議
院
﹇
民
会
﹈
に
お
け
る
官
吏
達
の
交
替

な
い
し
選
挙
（〈
一
〉
三
年
毎
）

本
条
は
、
次
の
第
二
十
二
条
及
び
二
十
三
条
と
と
も
に
、
最
高

意
思
決
定
機
関
に
し
て
国
民
代
表
機
関
で
あ
る
代
議
院
を
主
題
と

す
る
条
文
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
機
関
に
お
け
る
統
治
官
の
選

出
に
関
わ
る
。
こ
れ
は
、
二
部
構
成
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。
即
ち
、「
毎
年
の
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
﹇
第
二
の
高
級
統
治
官
職
﹈
代
表
は
、
三
月
末
日
に
続
く

次
の
各
月
曜
日
に
、
ハ
ロ
ー
﹇
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
﹈
の
パ
ビ

リ
オ
ン
﹇
別
館
﹈
に
到
着
し
、
か
つ
郡
の
投
票
に
含
ま
れ
た
ル
ー

二
一
一
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続
き
形
態

本
条
文
は
、
主
権
を
担
う
二
院
制
の
う
ち
の
第
一
の
機
関
に
関

わ
る
。

「
本
条
は
、
代
議
院
の
権
限
、
機
能
、
及
び
手
続
き
形
態
を
示

す
」
と
題
す
る
。「
代
議
院
の
権
限
な
い
し
機
能
は
、
二
部
か
ら

な
る
。
第
一
部
は
、
結
果
の
権
限
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
そ
れ
は
、

立
法
権
で
あ
る
。
第
二
部
は
、
裁
判
権
で
あ
り
、
こ
の
点
で
こ
の

代
議
院
は
、
本
共
和
国
の
最
高
裁
判
所
に
し
て
最
終
的
控
訴
裁
判

所
で
あ
る
（
49
）

」。

こ
こ
で
は
こ
の
共
和
国
の
最
高
意
思
決
定
機
関
の
う
ち
の
一
つ

で
あ
る
、
代
議
院
な
い
し
民
会
制
度
を
規
定
す
る
重
要
な
条
文
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
で
特
定
的
に
そ
の
条
文
を
は
じ
め
と

し
て
論
及
す
る
が
故
、
そ
の
中
心
的
機
能
を
確
認
す
る
こ
と
と
な

る
。
第
一
に
最
高
決
定
権
な
い
し
決
議
権
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
最
高
の
司
法
機
能
で
あ
る
。

本
条
文
ま
で
は
、
代
議
院
と
元
老
院
と
い
う
オ
シ
ア
ナ
の
最
高

意
思
決
定
機
関
に
つ
い
て
規
定
し
た
が
故
、
次
の
条
文
を
除
き
そ

れ
ら
を
主
題
と
し
な
い
旨
を
伝
え
る
（
50
）

。

〈
第
二
十
四
条
〉
元
老
院
と
代
議
院
の
属
州
の
構
成

こ
の
条
文
は
、
オ
シ
ア
ナ
憲
法
に
お
け
る
議
会
を
規
定
す
る
最

な
い
し
選
挙
（〈
一
〉
一
年
毎
）

こ
の
条
文
は
、
前
条
の
表
題
と
同
様
に
同
じ
主
題
に
関
わ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
は
そ
の
統
治
官
の
選
挙
は
、
一
年
毎
に
行
わ
れ
る

も
の
に
関
す
る
手
続
き
が
規
定
さ
れ
る
。

第
二
十
二
条
は
ま
ず
、「
第
一
等
級
（classis

）
は
、
三
年
任

期
の
官
吏
達
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
か
つ
次
の
よ
う
に
旧
護
民
官

に
宣
誓
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
通
の
部
族
投
票
に
よ
っ
て
、

四
人
の
一
年
任
期
の
護
民
官
で
あ
る
新
護
民
官
﹇
そ
の
う
ち
の
二

人
は
、
騎
兵
壷
で
の
騎
兵
隊
か
ら
二
人
が
選
出
さ
れ
、
か
つ
歩
兵

隊
か
ら
二
人
が
選
出
さ
れ
る
﹈
選
挙
」
へ
と
代
議
院
の
二
つ
の
他

の
等
級
と
と
も
に
進
め
る
。

即
ち
、「
自
分
達
は
こ
の
統
治
に
つ
い
て
民
会
へ
と
そ
の
討
議

を
導
入
さ
せ
ず
、
か
つ
討
議
が
投
入
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
が
、

こ
う
し
て
力
の
及
ぶ
限
り
、
軍
評
議
会
へ
と
本
共
和
国
の
根
本
を

侵
し
か
つ
攻
撃
す
る
人
な
い
し
人
々
を
捕
え
か
つ
軍
評
議
会
へ
と

渡
す
た
め
に
役
立
ち
、
か
つ
手
助
け
す
る
（
48
）

」
と
﹇
宣
誓
を
な
す
こ

と
に
よ
っ
て
﹈。

こ
こ
で
は
共
和
国
の
根
本
を
侵
し
た
り
攻
撃
し
た
り
す
る
重
大

な
犯
罪
に
対
す
る
執
行
行
為
を
担
う
護
民
官
の
役
割
を
規
定
す
る
。

〈
第
二
十
三
条
〉
代
議
院
﹇
民
会
﹈
の
権
限
・
機
能
・
及
び
手

二
一
二
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る
自
治
的
制
度
観
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
の
市
民

部
の
規
定
は
、
そ
れ
を
確
認
で
き
る
。

最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、
オ
シ
ア
ナ
憲
法
に
お
け
る
議
会
の
意
味

に
つ
い
て
述
べ
る
文
を
確
認
す
る
。

「
元
老
院
、
民
会
、
統
治
官
部
、
或
い
は
そ
の
よ
う
に
構
成
さ

れ
た
議
会
（parliam

ent

）（
人
々
が
容
認
し
て
い
る
如
く
）
は
、

こ
の
共
和
国
の
守
護
機
関
で
あ
り
、
か
つ
ソ
ロ
モ
ン
に
よ
っ
て
優

雅
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
な
妻
の
夫
で
あ
る
（
52
）

」。
こ
れ
は
、
統
治
官

部
を
除
け
ば
、
伝
統
的
な
議
会
主
権
的
統
治
機
構
（
国
王
﹇
こ
れ

に
替
っ
て
統
治
官
部
と
な
る
﹈、
貴
族
院
、
及
び
庶
民
院
）
観
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

〈
第
二
十
五
条
〉
公
収
入
の
使
用
と
決
定
（
等
）

こ
の
条
文
は
、
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
の
財
政
を
き
わ
め
て
広
範
な

主
題
と
し
て
扱
う
。

「
本
条
は
、
公
収
入
の
使
用
を
決
め
る
。
公
収
入
が
最
近
の
内

戦
を
通
じ
て
荒
廃
さ
れ
る
が
、
百
万
ポ
ン
ド
の
収
入
に
改
善
さ
れ

た
り
、
或
い
は
改
善
で
き
る
そ
の
物
品
税
は
、
同
じ
も
の
の
賠
償
、

並
び
に
次
の
よ
う
な
統
治
官
、
騎
士
、
代
表
、
及
び
他
の
官
吏
達

の
現
状
維
持
へ
と
至
る
十
一
年
間
に
わ
た
っ
て
適
用
さ
れ
る
。
即

ち
、
彼
ら
の
幾
つ
か
の
地
位
及
び
機
能
に
従
っ
て
、
次
の
よ
う
な

終
的
な
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
条
文
名
は
、
属
州
構
成
に
関

わ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
よ
り
高
所
か
ら
そ
れ
を
捉
え
る
視

点
か
ら
、
読
み
解
く
こ
と
を
目
的
と
も
す
る
。
本
稿
は
、
ゆ
え
に

議
会
（parliam

ent

）
概
念
を
明
確
化
す
る
こ
と
も
視
野
に
含
む

こ
と
と
な
ろ
う
。

「
本
条
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ペ
シ
ア
属
州
が
オ
シ
ア
ナ
の
元
老
院

に
継
続
的
に
存
在
す
る
彼
ら
自
体
の
選
挙
に
よ
る
三
十
人
の
騎
士

を
も
つ
こ
と
は
適
法
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
代
議
院
に
お
い
て
六
十

人
の
騎
兵
代
表
及
び
百
二
十
人
の
歩
兵
代
表
に
よ
っ
て
と
も
に
本

共
和
国
の
討
議
と
結
果
と
同
等
な
権
限
（
そ
の
質
と
数
に
お
い

て
）
が
与
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
十
人
の
騎
士
、
二
十
人
の
騎
兵

代
表
、
及
び
四
十
人
の
歩
兵
代
表
の
毎
年
の
選
出
に
よ
っ
て
、
同

じ
も
の
の
コ
ー
ス
な
い
し
公
職
輪
番
制
を
遵
守
す
る
こ
と
を
条
件

と
す
る
。
全
て
の
点
で
同
様
な
こ
と
は
、
パ
ノ
ペ
ア
で
も
適
法
で

あ
る
。
一
部
隊
に
達
し
、
か
つ
両
方
の
属
州
の
騎
兵
並
び
に
一
中

隊
、
一
人
の
大
尉
、
及
び
そ
の
一
人
の
騎
兵
の
コ
ル
ネ
ッ
ト
奏
者

に
達
す
る
歩
兵
は
、
マ
ル
ペ
シ
ア
に
よ
っ
て
毎
年
選
出
さ
れ
、
か

つ
一
人
の
歩
兵
大
尉
と
一
人
の
旗
手
﹇
少
尉
﹈
は
、
パ
ノ
ペ
ア
に

よ
っ
て
毎
年
選
出
す
る
こ
と
と
す
る
（
51
）

」。

後
に
属
州
部
分
で
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
属
州
に
対
す

二
一
三
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chancellor

）
に
向
け
ら
れ
た
証
明
書
を
も
っ
て
こ
の
国
の
諸
大

学
の
う
ち
の
一
つ
へ
と
出
か
け
る
こ
と
と
す
る
。
副
学
長
は
、
そ

の
証
明
書
が
牧
師
や
助
任
司
祭
の
死
去
な
い
し
罷
免
、
並
び
に
大

学
か
ら
の
見
習
い
生
を
受
け
入
れ
る
教
区
集
会
の
願
望
の
通
知
を

与
え
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
証
明
書
の
受
け
入
れ
後
、
聖
職

者
会
議
（convocation

）
を
招
集
す
る
（
54
）

」。

こ
こ
で
は
一
般
的
聖
職
者
の
死
亡
や
罷
免
な
ど
非
日
常
時
の
場

合
の
対
応
に
関
す
る
も
の
で
開
始
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
国
教
の
擁

護
及
び
良
心
の
自
由
な
ど
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら

わ
れ
わ
れ
は
、
最
高
意
思
を
決
定
す
る
人
々
﹇
な
い
し
集
団
﹈
や

機
関
に
重
点
を
置
く
た
め
、
こ
の
条
文
の
教
区
代
表
の
補
足
説
明

文
で
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
る
。
と
は
い
え
、
本
稿
で
は
前

の
五
つ
の
条
文
に
規
定
す
る
も
の
を
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
目
的
が

あ
る
ゆ
え
、
こ
の
条
文
で
は
、
そ
う
し
た
教
区
な
ど
の
選
挙
に
関

わ
る
代
表
者
達
の
数
を
調
べ
る
調
査
委
員
達
に
言
及
す
る
こ
と
に

と
ど
め
る
。
従
っ
て
本
条
が
次
の
第
七
条
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、

「
各
調
査
委
員
が
自
ら
の
郡
に
戻
り
、
か
つ
そ
の
集
合
場
所
へ
と

自
ら
の
一
覧
に
含
ま
れ
た
代
表
を
招
集
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

代
表
達
は
、
第
七
条
に
現
れ
、
か
つ
そ
の
条
文
を
受
け
入
れ
る
（
55
）

こ

と
の
み
を
示
す
。

も
の
の
支
持
へ
と
毎
年
受
け
入
れ
る
。
即
ち
、
戦
場
に
お
け
る
将

軍
卿
は
、
大
将
と
し
て
戦
場
給
与
を
受
け
る
別
の
一
回
分
と
す

る
」。こ

う
し
て
ま
ず
こ
の
条
文
は
規
定
し
始
め
る
。
そ
れ
は
、
ロ
ー

マ
の
事
例
や
軍
事
領
域
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
か
つ
十
六
頁
に
わ

た
る
ほ
ど
広
範
囲
で
あ
り
か
つ
詳
細
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ

こ
で
は
憲
法
の
要
点
を
措
定
す
る
ゆ
え
、
こ
こ
で
の
次
の
教
育
と

軍
機
構
﹇
ロ
ー
マ
事
例
に
続
き
﹈
と
を
密
接
に
結
び
付
け
る
条
文

に
移
行
す
る
こ
と
と
な
る
（
53
）

。

（
第
二
章
）
宗
教
部

〈
第
六
条
〉
国
教
の
聖
職
叙
任
及
び
良
心
の
自
由

オ
シ
ア
ナ
憲
法
に
お
い
て
宗
教
を
主
題
と
す
る
条
文
は
、
こ
の

第
六
条
の
み
で
あ
る
。

「
本
条
は
、
教
区
の
牧
師
な
い
し
助
任
司
祭
が
死
亡
に
よ
っ
て

或
い
は
監
察
官
に
よ
っ
て
除
か
れ
る
よ
う
に
な
る
場
合
に
教
区
集

会
が
集
ま
り
、
か
つ
次
の
よ
う
な
投
票
の
一
人
な
い
し
二
人
の
高

年
者
を
代
表
す
る
こ
と
を
含
む
。
即
ち
、
一
人
な
い
し
二
人
の
高

年
者
は
、
そ
の
教
区
に
問
題
が
あ
る
と
き
に
、
監
督
官
達

（provosts

）
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
、
か
つ
副
学
長
（vice-

二
一
四
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の
教
育
は
、
一
人
息
子
の
教
育
が
そ
の
父
親
の
意
向
に
全
面
的
に

あ
る
と
規
定
す
る
。
し
か
し
無
料
学
校
が
建
て
ら
れ
か
つ
与
え
ら

れ
、
或
い
は
同
じ
も
の
の
子
供
の
教
育
に
十
分
な
割
合
で
、
こ
の

国
家
の
各
部
族
に
建
て
ら
れ
か
つ
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
学
校
の
各
々
は
、
一
方
か
ら
他
方
へ
と
移
行
す
る
場
合
に
、
生

徒
達
に
は
何
ら
の
邪
魔
も
妨
害
も
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
教

師
達
に
対
し
て
ヒ
エ
ラ
﹇
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
﹈
に
お
け
る
教

育
方
法
ル
ー
ル
と
方
式
に
従
っ
て
、
子
供
達
の
生
活
と
教
育
方
法

に
も
、
そ
の
上
達
に
も
こ
の
部
族
監
察
官
の
厳
格
な
検
査
に
よ
っ

て
治
め
ら
れ
る
（
57
）

」。

こ
れ
は
、
教
育
制
度
面
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
軍
事
規
定
に
最
も
関
わ
る
文
節
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

「
陸
軍
指
揮
官
﹇
ポ
レ
マ
ル
ク
﹈
な
い
し
将
官
は
、
将
軍

（strategus

）
が
軍
評
議
会
の
精
査
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
か
つ

議
会
（P

arliam
ent

）
な
い
し
行
軍
独
裁
官
に
よ
っ
て
命
令
さ
れ

る
な
ら
ば
、
統
監
（
彼
は
、
軍
評
議
会
か
ら
同
じ
も
の
の
た
め
に

命
令
を
受
け
る
ほ
ど
頻
繁
に
青
年
を
招
集
し
、
か
つ
規
律
す
る
権

力
を
も
つ
）
は
、
指
揮
官
﹇
大
将
﹈
達
に
、
第
二
水
準
の
人
々
を
、

或
い
は
命
令
さ
れ
る
位
の
多
く
の
人
々
を
引
き
渡
す
。
そ
の
指
揮

官
達
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
軍
の
総
集
合
地
と
な
る
よ
う
に
将
軍
卿
に

（
第
三
章
）
軍
事
部

オ
シ
ア
ナ
の
憲
法
に
お
け
る
軍
事
部
は
、
前
出
の
如
く
「
兵

士
」
用
語
の
使
用
に
よ
っ
て
驚
か
さ
れ
る
。
し
か
し
彼
の
憲
法
を

読
み
進
む
と
、
逆
に
強
制
力
部
分
が
薄
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
る
。
と
は
い
え
こ
の
憲
法
で
は
そ
の
主
権
権
力
部
分
を

裏
付
け
る
も
の
も
示
さ
れ
る
。

青
年
（
自
由
人
）
は
、
軍
事
行
政
の
遂
行
資
格
を
有
す
る
。
本

憲
法
に
お
い
て
軍
事
部
に
従
う
方
式
が
存
在
す
る
。

ゆ
え
に
こ
の
憲
法
は
、
か
な
り
な
程
度
の
軍
事
部
に
関
す
る
条

文
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
は
、
以
下
の
三
つ
の
条
文
を
最
終

の
条
文
と
併
せ
て
規
定
し
て
い
る
と
み
な
す
。
こ
う
し
た
数
の
条

文
が
規
定
さ
れ
る
背
景
に
お
い
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
基
本
的
な
自

治
な
り
、
国
民
主
権
を
主
張
す
る
の
は
、
市
民
武
装
な
り
、
民
兵

主
義
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
か
な
り
な
論
者
が

強
調
す
る
イ
ギ
リ
ス
共
和
主
義
の
特
徴
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
56
）

。

わ
れ
わ
れ
も
そ
れ
を
想
定
す
る
。

〈
第
二
十
六
条
〉
教
育
と
軍
事
機
構
（
等
）

こ
の
条
文
は
、
こ
の
憲
法
が
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
引
き
出
す
、
軍

と
教
育
と
の
関
連
を
主
題
と
す
る
。

「
本
条
は
、
あ
る
父
親
が
一
人
息
子
し
か
も
た
な
け
れ
ば
、
そ

二
一
五
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「
こ
の
国
家
（nation

）
の
適
切
な
軍
隊
を
よ
り
よ
く
管
理
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
軍
評
議
会
任
命
に
よ
り
、
か
つ
彼
ら
が
そ
の

目
的
に
諸
属
州
の
い
ず
れ
か
或
い
は
両
方
に
な
し
て
い
る
よ
う
な

招
集
軍
隊
か
ら
の
任
命
に
よ
る
将
軍
卿
は
、
数
的
に
そ
の
適
切
な

軍
を
超
え
ぬ
、
海
上
な
い
し
確
か
な
場
所
に
お
け
る
他
の
と
こ
ろ

で
外
人
部
隊
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
す
る
（
59
）

」。

一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
共
和
主
義
者
に
と
っ
て
、
軍
隊
事
項
に

お
い
て
自
国
の
民
兵
と
外
人
部
隊
と
の
兼
ね
合
い
は
基
本
的
な
問

題
で
あ
り
（
60
）

、
こ
こ
で
も
周
到
に
そ
の
適
切
性
を
条
件
に
規
定
さ
れ

る
。
こ
の
第
二
十
六
条
の
末
尾
で
は
、
そ
の
条
文
の
表
題
に
沿
っ

て
、
次
の
よ
う
に
締
め
括
ら
れ
る
。

「
も
し
人
が
一
人
息
子
し
か
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
は
自
ら
の

親
な
い
し
自
ら
の
保
護
者
の
同
意
な
く
し
て
は
何
ら
投
票
壷
に
来

る
こ
と
に
な
ら
ず
、
か
つ
そ
れ
は
自
ら
が
自
ら
に
い
か
な
る
非
難

と
も
な
ら
ず
、
か
つ
統
治
官
職
に
就
く
こ
と
に
も
い
か
な
る
障
害

に
も
あ
た
ら
ぬ
（
61
）

」。

か
く
し
て
こ
の
憲
法
は
、
一
人
息
子
の
従
軍
に
つ
い
て
そ
の
親

や
保
護
者
の
同
意
を
条
件
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
、
あ
る
意
味
で

は
寛
大
に
一
人
息
子
問
題
に
対
応
し
て
い
る
。
最
後
に
そ
れ
は
、

「
対
外
的
な
遠
征
」
に
つ
い
て
、
次
の
第
二
十
七
条
と
と
も
に
検

よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
、
時
と
場
所
で
将
軍
卿
に
対
し
て
彼
ら
を
示

す
。
そ
の
集
合
地
に
お
い
て
軍
評
議
会
は
、
将
軍
卿
の
部
下
と
な

る
準
備
を
さ
せ
る
た
め
に
騎
馬
と
武
器
の
便
宜
を
図
る
こ
と
と
す

る
。
将
軍
卿
は
、
彼
ら
の
戦
利
品
の
武
器
な
い
し
他
の
も
の
の
勧

告
に
従
う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
騎
馬
と
武
器
で
武
装
し
、
か
つ

そ
れ
に
取
り
掛
か
り
、
か
つ
そ
れ
を
配
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
ら
を
率
い
て
食
糧
、
弾
薬
、
砲
兵
、
及
び
他
の
必
需
品
を
準
備

し
、
か
つ
供
給
さ
せ
、
自
ら
の
艦
隊
を
出
港
さ
せ
、
彼
ら
を
命
令

し
、
か
つ
彼
自
身
に
よ
っ
て
戦
争
指
導
全
体
を
処
理
す
る
。
こ
れ

ら
は
、
兵
士
（stratiots soldat

）
の
第
三
水
準
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
兵
士
達
は
彼
ら
の
諸
部
族
か
ら
出
港
さ
れ
、
或
い
は
行
軍
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
監
は
、
第
一
水
準
の
残
り
の
部
分
か
ら

第
二
水
準
を
再
選
す
る
こ
と
と
す
る
。
元
老
院
は
、
も
う
一
人
の

将
軍
卿
を
再
選
す
る
（
58
）

」。

こ
う
し
て
規
定
す
る
こ
の
条
文
は
、
軍
事
に
関
わ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
中
心
的
要
素
な
い
し
担
い
手
が
そ
の
戦
略
に
関
わ
り
、
遂
行
す

る
手
順
を
通
じ
て
配
置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
彼
ら
も
、
元
老
院
に
諮

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
条
文
の
最
後
の
項
目
あ
た
り
で
、
次
の
よ
う
に
外
人
部
隊

に
つ
い
て
言
及
す
る
。

二
一
六
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よ
う
に
規
定
す
る
。

「
高
年
者
及
び
青
年
の
第
二
水
準
は
、
彼
ら
の
部
族
か
ら
軍
に

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
族
長
官
及
び
統
監
は
、
以
下
の

よ
う
に
準
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
年
と
青
年
の
両
方
か
ら
な
る

年
次
集
団
の
残
り
の
部
分
を
構
成
す
る
。
即
ち
、
そ
の
残
り
の
部

分
は
、
合
図
の
火
が
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
議
会
（P

arliam
ent

）
な

い
し
独
裁
官
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
そ
の
事
例
に
あ
る
集
合
場
所

へ
と
進
む
こ
と
と
な
る
。
そ
の
合
図
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ア
民
会

﹇
平
民
会
﹈
な
い
し
教
区
集
会
は
、
部
族
を
直
ぐ
に
見
張
り
、
か

つ
諸
水
準
に
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
区
分
で
も
進
め
る
た
め
に
、
青

年
と
高
年
の
四
分
の
一
を
選
出
す
る
（
65
）

」。

こ
こ
で
確
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
そ
れ
が
教
区
や
州
の
地

方
単
位
か
ら
国
家
水
準
へ
と
上
昇
す
る
階
序
制
に
沿
っ
て
そ
れ
を

規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
州
統
監
と
い
う
一
六
世
紀

の
州
の
軍
事
を
統
括
す
る
要
素
を
規
定
す
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
従
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
と
い
え
ど
も
、
封
建
主
義
的
に

し
て
中
世
的
な
も
の
か
ら
全
く
無
関
係
に
、
自
ら
の
憲
法
を
述
べ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ

ン
ト
ン
の
経
路
依
存
性
的
側
面
を
残
す
と
み
な
す
。

証
さ
れ
か
つ
説
明
さ
れ
る
（
62
）

と
い
う
。

〈
第
二
十
七
条
〉
緊
急
時
規
定

オ
シ
ア
ナ
憲
法
は
、
執
行
権
を
担
当
す
る
機
関
が
あ
ま
り
に
も

そ
の
権
力
を
制
限
さ
れ
す
ぎ
て
、
十
分
な
執
行
権
力
が
欠
け
て
い

る
と
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
が
指
摘
す
る
。
し
か
し
彼
は
、
緊
急
時
の
特

別
規
定
や
独
裁
官
制
度
設
定
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
っ
て
い
る
と
も

言
っ
て
い
る
（
63
）

。
こ
の
条
文
は
、
そ
れ
と
関
わ
る
も
の
で
も
あ
る
。

「
本
条
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
侵
害
が
あ
る
場
合
に
規

定
さ
れ
る
。
即
ち
、
諸
部
族
﹇
州
﹈
の
長
官
が
議
会

（P
arliam

ent

）
な
い
し
独
裁
官
（dictator

）
か
ら
受
け
入
れ
ら

れ
た
命
令
時
に
高
年
者
団
を
青
年
水
準
の
性
質
に
応
じ
て
諸
区
分

に
分
け
、
か
つ
三
万
の
歩
兵
並
び
に
一
万
の
騎
兵
か
ら
形
成
さ
れ
、

か
つ
構
成
す
る
高
年
の
第
二
区
分
な
い
し
第
二
水
準
（division, 

essay

）
へ
と
進
め
る
準
備
が
で
き
て
お
り
、
か
つ
将
軍
へ
と
指

揮
官
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
（
64
）

」。

こ
の
第
二
区
分
は
、
わ
れ
わ
れ
が
基
本
的
な
軍
単
位
事
項
と
し

て
後
の
第
二
十
九
条
に
お
い
て
確
認
す
る
常
備
軍
事
項
と
関
わ
る
。

そ
れ
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
如
く
正
規
の
常
備
軍
が
、
三
万
の
歩

兵
と
一
万
の
騎
兵
か
ら
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

引
き
続
き
本
条
は
、
そ
の
第
二
水
準
の
も
の
に
つ
い
て
以
下
の

二
一
七
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州
で
あ
る
と
し
て
も
、
本
国
と
同
様
な
市
民
的
選
挙
な
ど
に
よ
っ

て
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

〈
第
二
十
九
条
〉
属
州
領
域
の
軍
事
部
の
構
成

も
う
一
つ
の
属
州
主
題
と
す
る
条
文
は
、
こ
の
第
二
十
九
条
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
文
節
は
、
オ
シ
ア
ナ
憲
法
に
お
い
て
軍
事
的

部
分
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
「
属
州
領
域
」
と
い
う
原

文
に
従
い
、
そ
の
属
州
部
分
に
こ
れ
を
含
む
こ
と
と
す
る
。

「
本
条
は
、
第
三
水
準
の
兵
士
（stratiots

）
が
Ｍ
字
と
記
さ

れ
た
金
小
球
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
つ
部
族
に
お
け
る
十
人

ず
つ
の
騎
兵
と
五
十
人
ず
つ
の
歩
兵
（
即
ち
、
全
部
で
五
百
人
の

騎
兵
と
二
千
五
百
人
の
歩
兵
か
ら
）
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
部
族

は
、
属
州
の
将
軍
な
い
し
大
将
が
自
ら
の
選
挙
水
準
と
証
明
書
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
よ
う
な
時
と
場
所
な
い
し
集
合
場
所
に
お
い

て
、
そ
の
将
軍
な
い
し
大
将
に
対
す
る
各
々
の
指
揮
官
に
よ
っ
て

選
出
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
将
軍
は
、
前
述
の
騎
兵

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
、
自
ら
の
属
州
護
衛

な
い
し
軍
の
第
三
等
級
で
あ
り
、
直
ち
に
マ
ル
ペ
シ
ア
へ
と
彼
ら

を
率
い
て
移
す
こ
と
と
な
る
（
68
）

」。

こ
こ
で
の
軍
事
的
部
分
は
、
そ
の
第
三
水
準
の
「ス
ト
ラ
テ
ィ
オ
ッ
ト

兵
士
」
と
い

う
表
現
が
こ
れ
を
象
徴
す
る
。
そ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
に
よ
る
そ

（
第
四
章
）
属
州
部

オ
シ
ア
ナ
憲
法
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
属

州
と
し
て
扱
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
と
同
僚
の
共
和

主
義
者
で
あ
る
Ｈ
・
ネ
ヴ
ィ
ル
と
同
様
に
必
ず
し
も
そ
れ
を
抑
圧

的
な
も
の
と
み
な
さ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
逆
に
オ
ラ
ン
ダ
の
よ

う
に
連
盟
や
連
合
、
或
い
は
連
邦
制
な
も
の
と
し
て
、
自
治
的
に

規
定
す
る
（
66
）

。

そ
の
属
州
部
は
、
オ
シ
ア
ナ
憲
法
で
は
二
つ
の
条
文
か
ら
な
る
。

〈
第
二
十
八
条
〉
属
州
領
域
の
市
民
的
構
成

第
二
十
八
条
は
、
属
州
の
市
民
領
域
と
し
て
構
成
す
る
。
本
条

は
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
各
属
州
部
の
評
議
会
は
、
二
人
の
騎
士
か
ら
構
成
さ
れ
、
三

つ
の
水
準
へ
と
四
人
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
、
議
会

（P
arliam

ent

）
と
一
致
し
得
る
そ
の
任
期
、
並
び
に
公
職
輪
番

制
ゆ
え
に
、
そ
の
元
老
院
﹇
の
任
期
が
切
れ
る
﹈
の
水
準
か
ら
四

人
の
騎
士
﹇
三
年
任
期
の
統
治
官
で
あ
る
﹈
の
選
挙
予
定
表
で
の

年
次
選
挙
に
よ
っ
て
恒
常
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
じ
水
準
か
ら
一

人
の
騎
士
か
ら
、
一
年
任
期
の
統
治
官
で
あ
る
属
州
の
将
軍
卿
な

い
し
大
将
と
な
る
（
67
）

」
と
述
べ
始
め
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
お
い
て
理
解
し
得
る
如
く
、
た
と
え
属

二
一
八
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に
関
す
る
一
断
片
（
倉
島
）

（
二
一
九
）

○
結
び
の
章

本
共
和
国
の
構
造
全
体
を
完
成
す
る
た
め
に
、
幾
つ
か
の
方
向

が
第
三
水
準
或
い
は
行
軍
へ
と
軍
隊
が
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。

〈
第
三
十
条
〉
オ
シ
ア
ナ
憲
法
の
条
文
全
体
規
定
の
補
足
﹇
行

軍
な
ど
に
つ
い
て
﹈

こ
の
最
終
条
文
に
つ
い
て
そ
の
『
ハ
リ
ン
ト
ン
著
作
集
』（
ト
ー

ラ
ン
ド
編
）
に
お
い
て
表
題
が
つ
い
て
い
な
い
（
70
）

。
わ
れ
わ
れ
は
、

全
三
十
条
に
つ
い
て
全
て
表
題
を
付
し
た
。
と
い
う
の
は
、
成
文

憲
法
に
は
そ
れ
を
示
す
も
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「『
本
条
は
、
汝
が
汝
の
敵
と
戦
い
に
行
き
、
か
つ
騎
馬
と
戦
車
、

そ
し
て
汝
よ
り
も
数
が
多
い
民
を
見
る
と
き
、
彼
ら
を
心
配
す
る

な
。
と
い
う
の
は
汝
の
神
で
あ
る
主
は
、
汝
の
敵
に
抗
し
て
汝
の

た
め
に
戦
い
に
汝
と
と
も
に
行
く
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
』。

即
ち
、
こ
れ
は
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
に
つ
い
て
で
あ
る
。
敵
か
ら
得

ら
れ
た
戦
利
品
（
彼
ら
の
裁
量
に
よ
っ
て
そ
の
場
で
将
軍
と
陸
軍

指
揮
官
﹇
ポ
レ
マ
ル
ク
﹈
に
よ
っ
て
兵
士
に
分
け
ら
れ
る
衣
服
、

武
器
、
弾
薬
、
及
び
食
糧
を
除
き
）
は
、
次
の
よ
う
な
軍
評
議
会

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
誓
わ
さ
れ
た
戦
利
品
を
四
つ
の
兵
站
部
に
渡

さ
れ
る
こ
と
と
す
る
。
即
ち
、
そ
の
兵
站
部
は
、
将
軍
に
よ
っ
て

必
要
な
場
合
に
国
家
や
護
衛
隊
に
よ
っ
て
護
衛
船
に
出
港
が
認
め

う
し
た
軍
編
成
的
意
味
を
含
意
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
条
文
の

説
き
起
こ
し
は
、
基
本
的
な
軍
の
単
位
で
あ
る
兵
士
の
配
置
を
属

州
単
位
で
抽
選
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
か
ら
規
定
し
始
め
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
ハ
リ
ン
ト
ン
が
最
も
具
体
的
に
示
す
軍

隊
観
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
『
ロ
ー
タ
』
の
表
現
を
こ
こ
で
引
用

す
る
。

「
か
く
し
て
集
め
ら
れ
た
部
族
﹇
州
﹈
の
青
年
達
は
、
第
一
水

準
で
あ
る
。
第
一
水
準
か
ら
二
百
の
騎
兵
、
及
び
六
百
の
歩
兵
を

抽
選
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
、
彼
ら
（
彼
ら
に
彼
ら
の
友
人
達
は

望
み
、
或
い
は
自
身
で
彼
ら
に
与
え
得
る
）
は
、
騎
兵
と
み
な
さ

れ
る
。
残
り
は
歩
兵
と
み
な
さ
れ
る
。
五
十
部
族
﹇
州
﹈
で
の

…
…
こ
の
軍
は
、
い
つ
も
一
週
の
警
告
に
よ
っ
て
従
軍
す
る
気
で

い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
区
分
な
い
し
共
和
国
の
常
備
軍
で
あ
る
（
69
）

」。

こ
の
文
節
に
お
い
て
も
ハ
リ
ン
ト
ン
は
ま
ず
、
軍
編
成
に
お
い

て
も
州
単
位
で
の
抽
選
に
よ
る
方
式
を
規
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が

重
視
す
る
の
は
、
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
の
常
備
軍
規
定
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
こ
そ
、
彼
の
民
兵
主
義
的
な
根
源
的
軍
隊
観
が
表

現
さ
れ
る
。

二
一
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
二
二
〇
）

ed., T
h

e P
olitical W

orks of Jam
es H

arrin
gton,（1977

）,
pp.807-821.

（
6
） J.G

.A
.P
ocock, ed., 1992, ibid., pp.8-42,167,234.

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
の
設
立
過

程
に
つ
い
て
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
の
要
を
得
た
説
明
に
よ
っ
て
確
認
す

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
従
来
の
オ
シ
ア
ナ
議
会
が
土
地
財
産
の
配
分

の
変
化
を
明
ら
か
に
認
め
得
ず
、
或
い
は
新
統
治
制
度
を
工
夫
し

得
ぬ
た
め
、
軍
が
そ
の
議
会
を
追
放
し
、
か
つ
そ
の
法
に
よ
っ
て

﹇
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
を
﹈
選
挙
に
よ
っ
て
新
し
い
ア
ル
コ
ン
卿
に
選
出

し
た
。
そ
の
ア
ル
コ
ン
卿
が
唯
一
の
立
法
者
と
な
り
、
五
十
人
」

か
ら
な
る
そ
の
立
法
者
評
議
会
の
お
け
る
討
議
後
、
憲
法
は
「
民

会
機
関
に
よ
っ
て
全
て
承
認
さ
れ
、
か
つ
樹
立
さ
れ
た
」
と
い
う

（J.G
.A
.P
ocock,ed.,1992,ibid.,pp.59-60,242;C

.B
litzer, A

n
 

Im
m

ortal C
om

m
on

w
ealth,1960,pp.211-2

）。

（
7
） 

Ibid.（1992

）, pp.13,100-141,234,etc.

（
8
） 

Ibid.（1992

）.

（
9
） J.G

.A
. P
ocock, ed.,1977, op.cit.,pp.810-820.

（
10
） 

Ibid.,（1992

）,p.75.

（
11
） 

Ibid.

（
12
） 

Ibid.,pp.75-6.

（
13
） 

Ibid.,p.76.
（
14
） 

Ibid.,p.77.
（
15
） 

Ibid.,p.78.

（
16
） R

.S
m
ith, H

a
rrin

g
to

n
 a

n
d

 H
is O

cea
n

a
,N
ew
 

ら
れ
る
こ
と
と
す
る
（
71
）

」。

こ
う
し
た
戦
利
品
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
そ
の
適
切
性

が
求
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
旧
約
聖

書
（
の
『
申
命
記
』
や
『
サ
ム
エ
ル
記
』）
に
よ
っ
て
自
ら
の
主

張
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
解
し
得
る
。

（
1
） K

. W
heare, M

od
ern

 C
on

stitu
tion,1966, p.1.

（
2
） R

. S
cruton, T

h
e P

algrave M
acm

illan
 D

iction
ary of 

P
olitical T

h
ou

gh
t, 2007, pp.135-6.

（
3
） J.G

.A
. P
ocock, ed.,J

a
m

es H
a

rrin
g

to
n

: T
h

e 
C

om
m

on
w

ealth
 of O

cean
a an

d
 A

 S
ystem

 of P
olitics,

C
am
bridge, 1992, pp.72-234.

（
4
） J.G

.M
arch

 and
 J.P

.O
lsen, R

ed
isco

v
erin

g 
In

stitu
tion

s,1989,p.17,etc.

わ
れ
わ
れ
は
、「
特
定
の
制
度
の
存
在
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
経

路
依
存
性
は
、
そ
の
制
度
の
幾
つ
か
の
特
徴
（
そ
の
規
範
と
価
値
）

が
埋
め
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
容
易
に
変
更
し
得
ぬ
故
に
、

制
度
的
変
化
を
示
し
た
い
人
々
に
と
っ
て
諸
困
難
を
も
た
ら
す
」

（A
. K
elso, P

a
rlia

m
en

ta
ry reform

 a
t W

estm
in

ster,
2009,p.14

）
と
い
う
側
面
が
、
オ
シ
ア
ナ
の
憲
法
（
例
え
ば
、
君

主
制
下
の
恣
意
的
で
な
い
議
会
議
事
手
続
き
な
ど
）
に
残
る
こ
と

も
示
す
こ
と
と
な
る
。

（
5
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,1992,op.cit.,pp.1-266;J.G

.A
.P
ocock,

二
二
〇



Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
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オ
シ
ア
ナ
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代
議
院
に
関
す
る
一
断
片
（
倉
島
）

（
二
二
一
）

（
39
） 
Ibid.

（
40
） 

Ibid., pp.125-126.

（
41
） 

Ibid., p.133.

（
42
） 

Ibid.

（
43
） 

Ibid.

（
44
） 

こ
の
ブ
レ
ア
・
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
拙

著
『
ネ
ヴ
ィ
ル
の
共
和
主
義
的
政
体
思
想
研
究
』（
三
和
書
籍
、

二
〇
一
一
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
45
） P

ocock, ed., ibid., pp.147-148.

（
46
） 

Ibid.

（
47
） 

Ibid.

（
48
） 

Ibid., pp.148-149.

（
49
） 

Ibid., p.166.

（
50
） 

Ibid., p.173.

（
51
） 

Ibid., p.174.

（
52
） 

Ibid.

（
53
） 

Ibid., pp.174-190.

（
54
） 

Ibid., p.81.

（
55
） 

Ibid., pp.81-83.

（
56
） 

例
え
ば
、
拙
稿
「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和
国
（
な
い
し

自
由
国
家
）
に
関
す
る
一
考
察
」（『
政
経
研
究
』、
二
〇
一
二
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
57
） J.G

.A
. P
ocock, ed., 1992, ibid., p.191.

（
58
） 

Ibid., p.194.

Y
ork,1971,p.45.

（
17
） R

.S
m
ith, op.cit.

（
18
） P

ocock,ed.,1992,ibid.,pp.83-85.

（
19
） P

ocock,ed.,1992,ibid.,p.85.

（
20
） 

Ibid.,p.88.

（
21
） 

Ibid.,pp.88-90.

（
22
） 

Ibid.,pp.90-91.

（
23
） 

Ibid.,pp.93-94.

（
24
） 

Ibid.,pp.95-101.

（
25
） 

Ibid.,pp.101-114.

（
26
） 

Ibid.,p.114.

（
27
） F

.L
ovett, H

arrington’s E
m
pire of L

aw
, P

olitica
l 

S
tu

d
ies,2012 V

ol.60,p.74.

（
28
） P

ocock,ed.,1992,ibid.,pp.114-121.

（
29
） 

Ibid.,p.121.

（
30
） 

Ibid.,pp.121-122.

（
31
） 

Ibid.,pp.122-124.

（
32
） 

Ibid.,p.124.

（
33
） 

Ibid.

（
34
） 

Ibid.

（
35
） 

Ibid.,p.125.

（
36
） 

Ibid.

（
37
） 

Ibid.

（
38
） 

Ibid.

二
二
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
二
二
二
）

れ
は
、
本
稿
の
よ
り
特
定
的
主
題
で
あ
る
代
議
院
を
明
確
に
規
定

す
る
こ
と
を
導
き
出
す
前
提
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
確

認
し
た
い
の
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
制
度
思
想
で
あ
る
。
確
か

に
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
政
治
制
度
事
項
を
強
調
す
る
。
し
か
し
そ

れ
は
、
最
終
的
に
彼
の
制
度
の
原
理
的
側
面
を
引
き
出
す
た
め
の

予
備
作
業
と
な
る
。
従
っ
て
本
節
で
は
彼
の
議
会
制
度
論
を
通
じ

て
彼
の
共
和
主
義
の
核
心
で
あ
る
代
議
院
に
関
す
る
思
想
を
明
確

に
す
る
こ
と
と
な
る
。

〈
Ａ
〉
基
本
原
理

﹇
一
﹈
成
文
憲
法
的
立
憲
主
義

わ
れ
わ
れ
が
オ
シ
ア
ナ
憲
法
の
概
観
に
お
い
て
強
調
し
た
の
は
、

彼
の
立
憲
主
義
原
理
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
憲
主
義
は
、
そ

の
成
文
憲
法
主
義
で
あ
る
。

立
憲
主
義
に
は
多
様
な
意
味
づ
け
が
あ
る
。
一
般
的
に
は
統
一

的
に
法
典
化
さ
れ
た
憲
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
政
治
原
理
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
の
イ
ギ
リ
ス
の
不
文
憲
法
主
義
に
見

ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
の
法
典
化
さ
れ
た
成
文
憲

法
を
も
た
ぬ
が
、
諸
々
の
文
書
や
慣
習
を
含
む
基
本
原
理
に
基
づ

く
ル
ー
ル
の
枠
組
み
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
原
理

（
59
） 

Ibid., p.195.
（
60
） 

外
人
部
隊
問
題
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
前
掲
拙
著
な
ど
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
61
） J.G

.A
. P
ocock, ed., 1992,ibid.

（
62
） 

Ibid.

（
63
） 

Ibid.

（
64
） 

Ibid.

（
65
） 

Ibid
., pp.195-6.

（
66
） 

こ
の
連
盟
や
連
合
を
民
主
政
的
な
も
の
と
み
な
す
ネ
ヴ
ィ
ル

に
つ
い
て
、
拙
著
前
掲
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
67
） J.G

.A
.P
ocock, ed., 1992, ibid., p.214.

（
68
） 

Ibid., pp.215-216.

（
69
） J.G

.A
. P
ocock, ed., 1977, ibid., p.819.

（
70
） J.T

oland, ed., T
h

e O
cea

n
a

 a
n

d
 oth

er W
ork

s of 
Jam

es H
arrin

gton,1737.

（
71
） J.G

.A
. P
ocock, ed., 1992, ibid., p.216.

第
三
節　

オ
シ
ア
ナ
議
会
と
代
議
院
制
度

（
一
）
二
院
制
（
代
議
院
と
元
老
院
）
と
し
て
の
オ
シ
ア
ナ
議
会

わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
に
お
い
て
憲
法
と
し
て
定
め
ら
れ
た
オ
シ

ア
ナ
共
和
国
政
治
制
度
及
び
そ
の
全
体
像
を
概
観
し
て
き
た
。
そ

二
二
二



Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
の
代
議
院
に
関
す
る
一
断
片
（
倉
島
）

（
二
二
三
）

こ
の
立
憲
主
義
に
つ
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
二
院
制
議
会
に
引
き

つ
け
て
示
し
て
み
よ
う
。
即
ち
、
代
議
院
選
挙
ば
か
り
で
な
く
、

こ
の
元
老
院
も
現
在
ま
で
長
く
続
く
イ
ギ
リ
ス
の
貴
族
院
が
選
挙

に
よ
ら
な
い
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
三
年
任
期
に
よ
る
選
挙
を
規

定
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
先
見
性
に
対
し
て
高
い
評
価
に
値
し

よ
う
。

﹇
二
﹈
議
会
主
権
主
義

今
日
の
議
会
は
、
し
ば
し
ば
「
立
法
部
」
と
表
現
さ
れ
る
。
立

法
部
は
、
そ
の
統
治
制
度
の
成
員
が
相
互
に
平
等
で
あ
り
、
か
つ

こ
の
制
度
の
権
威
が
そ
の
政
治
社
会
成
員
の
「
代
表
」
に
あ
り
、

か
つ
そ
の
決
定
が
複
雑
な
手
続
き
に
よ
っ
て
集
合
的
に
形
成
さ
れ

る
主
張
か
ら
引
き
出
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
れ

わ
れ
は
、
民
主
主
義
国
家
の
最
高
意
思
決
定
機
関
に
し
て
国
民
代

表
機
関
と
し
て
の
現
代
の
立
法
部
を
引
き
出
す
。
そ
れ
は
、
周
知

の
如
く
元
々
の
立
法
部
が
中
世
の
欧
州
の
議
会
で
始
ま
っ
た
歴
史

的
進
化
の
結
果
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
そ
の
立
法
部
は
、

税
な
い
し
戦
争
の
支
持
を
確
保
す
る
た
め
に
君
主
に
よ
っ
て
不
定

期
に
開
催
さ
れ
た
貴
族
会
議
で
あ
っ
た
。
徐
々
に
こ
の
会
議
は
、

君
主
と
、
そ
の
臣
民
の
う
ち
の
最
も
強
力
な
集
団
か
ら
な
る
臣
民

と
の
間
に
不
可
欠
な
伝
達
を
与
え
る
機
関
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
で
は
む
し
ろ
少
数
派
に
属
す
る
。
一
般

的
に
は
前
者
の
意
味
が
通
常
的
で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
表
現
す
れ

ば
、
こ
の
立
憲
主
義
は
、「
形
式
に
重
点
を
置
き
、
簡
明
に
そ
の

憲
法
の
内
容
が
何
で
あ
れ
成
文
憲
法
を
樹
立
す
る
実
際
」（
Ｇ
．

マ
ー
シ
ャ
ル
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
論
者
は
、
立
憲
主
義
を
「
制
限
的
統
治
哲
学
に
反
映
す
る
規

定
を
具
現
す
る
、
特
定
の
類
の
政
治
制
度
を
樹
立
し
か
つ
機
能
さ

せ
る
実
際
」
と
し
て
扱
う
﹇
多
分
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
使
用
法

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
る
﹈
作
者
も
い
る
と
言
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
制
度
は
、
国
家
に
抗
す
る
個
人
﹇
市
民
﹈
の
権
利
を
擁

護
す
る
（
公
職
輪
番
制
に
よ
る
徹
底
し
た
上
級
政
治
家
や
官
僚
の

権
力
の
抑
制
）
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
他
の
構
造
的
特
徴
と
と
も
に
、

政
治
的
経
済
的
権
利
と
自
由
﹇
例
え
ば
、
よ
り
広
範
な
市
民
の
農

地
法
に
よ
る
財
産
の
確
保
﹈
の
法
典
な
い
し
憲
章
を
、
通
常
含
む

と
説
か
れ
る
（
1
）

。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
定
義
を
踏
ま
え
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政

治
制
度
に
つ
い
て
オ
シ
ア
ナ
の
成
文
憲
法
に
よ
っ
て
、
市
民
的
自

由
や
権
利
（
例
え
ば
、
参
政
権
の
拡
大
）
を
擁
護
す
る
原
理
が
存

在
す
る
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
法
の

支
配
（
2
）

と
共
通
し
た
原
理
で
も
あ
る
。

二
二
三
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に
よ
っ
て
再
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
（
4
）

。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
う
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
立
法
上
の
議
会
主
権
と
、
古
典
的
共
和

主
義
言
語
を
組
み
合
わ
せ
、
市
民
選
挙
に
よ
っ
て
両
院
を
選
出
し
、

か
つ
そ
の
選
挙
を
経
た
国
民
代
表
議
会
を
構
成
し
た
。
こ
れ
は
、

そ
う
し
た
議
会
が
議
院
内
閣
制
形
態
の
主
権
を
担
う
解
釈
と
い
っ

た
、
現
代
の
政
治
的
主
権
解
釈
に
も
通
じ
る
。
さ
ら
に
こ
の
議
会

に
よ
っ
て
政
府
執
行
部
も
選
任
す
る
「
議
院
内
閣
制
」
に
相
当
す

る
原
理
も
含
ま
せ
る
。
そ
れ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
直

接
参
加
型
民
会
理
念
と
も
重
な
る
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
政

復
古
以
来
の
伝
統
的
立
憲
制
の
先
を
予
見
す
る
原
理
で
も
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
正
に
君
主
な
き
共
和
制
に
基
づ
く
ハ
リ
ン
ト
ン
の
制
度

思
想
の
優
れ
た
長
所
な
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ

は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
両
院
か
ら
構
成
さ
れ
る
議
会
機
関
の

至
高
性
と
い
う
原
理
を
そ
の
基
本
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
と
な

る
。﹇

三
﹈
二
院
制
に
よ
る
権
限
の
分
離

こ
の
両
院
制
下
に
お
け
る
権
限
の
分
離
制
度
原
理
は
、
以
前
に

は
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
か
な
り
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、

現
代
の
民
主
主
義
的
統
治
機
構
に
お
け
る
厳
格
な
制
度
原
理
と
比

較
す
れ
ば
、
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
会
議
を
表
示
す
る
「
立
法
部
」
と

い
う
言
葉
は
、
法
形
成
権
の
固
有
の
在
所
に
対
す
る
立
憲
制
的
論

争
か
ら
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
い
て
使
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
古
き
「
議
会
」
用
語
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
行
き
渡
っ

た
一
方
で
、
よ
り
新
し
い
「
立
法
部
」
用
語
が
一
七
世
紀
の
イ
ギ

リ
ス
立
憲
制
理
論
の
他
の
諸
局
面
の
よ
う
に
、
一
世
紀
後
に
ア
メ

リ
カ
革
命
に
そ
の
起
源
を
辿
っ
た
（
3
）

の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
議
会
主
権
と
立
法
部
﹇
法
形
成
機
関
を
重
視
す
る
視
点

を
も
つ
﹈
と
の
関
連
を
重
視
す
る
が
故
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
複
眼
的

に
た
ど
る
視
点
か
ら
ハ
リ
ン
ト
ン
の
国
民
代
表
の
議
会
主
権
型
政

治
制
度
を
と
ら
え
直
す
こ
と
と
す
る
。
従
っ
て
本
節
に
お
い
て
わ

れ
わ
れ
は
、
ま
ず
後
者
の
視
角
か
ら
そ
れ
を
捉
え
な
お
す
こ
と
と

な
る
。

中
世
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
主
権
原
理
は
、
国
王
・
貴
族

院
・
及
び
庶
民
院
か
ら
な
る
議
会
が
、
立
法
上
最
高
で
あ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
般
に
立
法
主
権
原
理
で
あ
り
、
か

つ
法
的
主
権
原
理
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
政
治
的

な
主
権
が
こ
の
議
会
主
権
を
ベ
ー
ス
と
し
て
論
理
化
さ
れ
る
が
ゆ

え
に
、
公
共
的
な
も
の
な
い
し
共
通
善
を
国
民
（people

）
な
い

し
市
民
か
ら
国
家
の
権
力
を
引
き
出
す
と
い
う
、
共
和
主
義
思
想

二
二
四
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軍
の
基
盤
を
担
う
市
民
の
性
質
〉
と
と
も
に
、
最
低
限
の
平
均
的

理
性
を
も
つ
ゆ
え
﹈
を
も
つ
民
主
政
論
の
共
存
原
理
で
も
あ
る
。

こ
れ
も
現
代
民
主
主
義
に
お
い
て
、
政
策
の
専
門
性
を
重
視
す
る

所
謂
「
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
」
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
判
断
し
て
、
こ
の
元
老
院
の
専
門
性
や
能
力
主
義
は
、
民
主
主

義
に
お
け
る
先
見
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

確
か
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
市
民
と
使
用
人
の
分
離
論
と
し
て
の
階

級
差
別
主
義
は
、
そ
れ
ら
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
こ
に
お
い
て
条
件
で
あ
る
と
し
て
示
し
て

い
る
も
の
﹇
即
ち
、
た
と
え
使
用
人
で
あ
っ
た
﹈
と
し
て
、
そ
の

人
が
独
立
的
要
件
を
備
え
れ
ば
、
市
民
な
い
し
自
由
人
た
る
途
が

開
か
れ
る
と
示
し
て
い
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
統
治
論
は
、

民
衆
（the people

）
が
最
終
的
決
定
権
を
有
す
る
と
い
う
思
想

ゆ
え
、
民
主
主
義
的
な
系
譜
に
属
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

〈
Ｂ
〉
立
法
過
程

わ
れ
わ
れ
は
、
前
項
に
お
い
て
オ
シ
ア
ナ
に
お
け
る
議
会
の
基

本
原
理
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
本
稿
で
は
よ
り
現
代
の
制
度
的
概

念
に
よ
っ
て
そ
の
基
本
的
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の

理
由
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
代
に
通
じ
る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
議
会
論

く
な
っ
た
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け

る
重
要
な
制
度
原
理
の
う
ち
の
一
つ
と
み
な
す
。
即
ち
、
二
人
の

少
女
に
よ
っ
て
ケ
ー
キ
を
切
る
者
と
選
択
す
る
者
に
分
け
る
原
理

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
で
は
、
周
知
の
如
く
、
討
議
し

提
案
す
る
﹇
討
議
と
提
案
権
を
も
つ
﹈
元
老
院
と
、
決
議
す
る

﹇
決
定
権
を
も
つ
﹈
代
議
院
に
機
能
上
の
権
限
を
分
離
す
る
原
理

で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
平
等
を
確
保
す
る

た
め
と
し
て
主
張
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
抽
選
と
い
う
主
要
選

出
方
法
に
関
し
て
、
古
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
共
和
制
を
民
主
主
義

の
実
例
と
し
て
主
張
す
る
も
の
と
同
様
な
思
想
か
ら
発
す
る
。
こ

れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
代
の
民
主
政
選
挙
の
考
え
方
と
は
異
な
る

が
、
恣
意
性
を
除
く
と
い
う
意
味
で
、
大
い
な
る
民
衆
性
や
権
力

抑
制
を
勘
案
す
る
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
人
や

少
数
支
配
原
理
と
比
較
す
れ
ば
、
多
数
の
民
衆
を
平
等
に
扱
う
と

い
う
意
味
で
、
よ
り
民
主
制
的
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
5
）

。

こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
両
院
の
能
力
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
多
様
性
重
視
の
思
想
と
も

い
え
る
原
理
で
あ
る
。
こ
の
両
院
制
論
は
、
有
能
な
自
然
的
貴
族

制
﹇
優
れ
た
知
性
を
有
す
る
ゆ
え
﹈
論
と
、
数
多
く
の
庶
民
の
健

全
性
﹇
幅
広
い
人
々
の
も
つ
身
体
能
力
〈
こ
れ
は
、
最
低
限
度
の

二
二
五
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一
般
に
立
法
過
程
は
、
法
案
が
法
と
な
る
手
続
き
や
行
程
を
含

む
と
言
わ
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
法
案
の
原
案
形
成
・

そ
れ
の
議
会
へ
の
提
案
・
審
議
な
い
し
討
論
・
決
議
・
並
び
に
公

布
の
手
続
き
を
経
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
オ
シ
ア
ナ
議
会
の
立
法
は

わ
れ
わ
れ
が
仮
定
す
る
ご
と
く
、
両
院
が
中
心
と
な
る
。

﹇
一
﹈
法
案
の
提
出
段
階

こ
の
法
案
の
形
成
は
、
元
老
院
議
員
が
そ
の
執
行
機
関
で
あ
る

評
議
会
﹇
国
策
・
軍
・
宗
教
・
及
び
商
業
﹈
を
選
出
し
か
つ
構
成

す
る
が
ゆ
え
に
、
彼
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
元
老
院
の
議
事
は
、

こ
の
四
評
議
会
か
ら
主
に
始
ま
る
。
ま
ず
、
そ
う
し
た
統
治
官
の

う
ち
の
一
人
に
よ
り
、
提
案
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
ゆ
え

に
、
評
議
会
が
議
院
内
閣
制
的
な
役
割
も
果
た
し
、
元
老
院
が
立

法
機
能
と
と
も
に
執
行
機
能
も
果
た
す
こ
と
と
な
る
（
7
）

。

﹇
二
﹈
審
議
と
討
論
段
階

こ
の
法
案
が
形
成
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
関
連
評
議
会
に
よ
っ
て

討
議
が
な
さ
れ
る
。
元
老
院
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
四
つ
の
評
議

会
は
、
元
老
院
か
ら
な
る
統
治
官
と
な
り
、
彼
ら
﹇
諸
評
議
会
﹈

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
な
い
し
担
当
毎
で
討
議
さ
れ
る
。
こ

う
し
て
な
さ
れ
た
討
議
は
、
そ
の
期
間
中
に
明
確
に
さ
れ
、
最
も

関
心
を
も
つ
意
見
が
評
議
会
秘
書
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
る
。
そ
れ

を
明
確
に
し
得
る
故
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
前
に
ハ
リ
ン

ト
ン
に
お
け
る
議
会
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

れ
を
前
項
に
お
い
て
概
略
的
に
言
及
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
よ
り
具
体
的
に
議
会
事

項
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
こ
こ
で
は
そ
の
立
法
過

程
に
つ
い
て
論
及
す
る
前
提
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ

る
。ハ

リ
ン
ト
ン
の
両
院
制
議
会
は
、
下
院
の
代
議
院
と
上
院
の
元

老
院
か
ら
な
り
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
オ
シ
ア

ナ
の
共
和
国
の
最
高
意
思
決
定
機
関
に
し
て
執
行
機
関
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
現
代
議
会
に
は
一
般
に
代
表
・
立
法
・
審
議
・
執
行

部
選
出
・
及
び
執
行
部
監
督
機
能
な
ど
が
あ
る
。
オ
シ
ア
ナ
議
会

は
、
他
の
機
関
と
比
較
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
強
力
で
あ
り
、
現
代

の
議
院
内
閣
制
﹇
正
に
議
員
か
ら
執
行
部
が
選
出
さ
れ
る
﹈
の
よ

う
な
機
能
を
も
つ
。
そ
れ
は
、
上
院
が
提
案
・
審
議
・
執
行
機

能
・
及
び
官
吏
﹇
元
老
院
議
員
が
高
官
に
も
な
る
﹈
選
出
機
能
を

も
ち
、
か
つ
下
院
が
決
議
・
監
視
・
及
び
最
高
司
法
機
能
を
も
つ

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
現
代
の
そ
れ
と
多
水
準
で
異
な
る
が
、

よ
り
高
所
か
ら
み
る
と
、
か
な
り
の
共
通
点
を
も
つ
と
す
る
扱
い

が
可
能
で
あ
ろ
う
（
6
）

。

二
二
六
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そ
れ
は
、
下
院
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
有
効
と
な
ら
ぬ
。
こ
の

承
認
を
得
る
た
め
、
元
老
院
は
、
統
治
官
な
い
し
高
級
官
吏
の
主

要
部
の
中
か
ら
、
提
案
者
と
し
て
知
ら
れ
た
二
人
の
官
吏
を
任
命

し
、
発
表
さ
れ
る
命
令
を
も
た
ら
す
（
8
）

。

﹇
三
﹈
決
議
段
階

こ
れ
は
、
代
議
院
の
立
法
機
能
段
階
で
あ
る
。
代
議
院
の
会
議

は
、
命
令
が
遅
く
と
も
六
週
間
の
末
に
、
命
令
の
投
票
議
決
を
な

す
た
め
に
招
集
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
会
議
は
、
そ
の
六
週
間
期

中
に
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
の
監
察
官
（censors

）
と
護
民
官

（tribunes

）
が
「
全
て
が
自
由
に
し
て
開
か
れ
た
方
法
で
な
し

得
る
以
外
に
い
か
な
る
こ
と
も
実
行
し
、
か
つ
反
対
す
る
た
め
の

特
定
の
密
議
も
秘
密
集
会
も
、
或
い
は
討
議
も
な
い
﹇
と
論
評
す

る
﹈
こ
と
を
」
保
障
す
る
責
務
を
担
当
す
る
。

こ
の
代
議
院
会
議
で
二
人
の
元
老
院
議
員
提
案
者
は
、
投
票
議

決
が
な
さ
れ
る
模
範
と
し
て
、「
そ
の
事
項
全
体
を
繰
り
返
し
民

会
に
熟
知
さ
せ
て
、
か
つ
そ
れ
を
民
会
﹇
代
議
院
﹈
に
説
明
す

る
」。
第
一
回
投
票
は
、
命
令
の
一
般
目
的
に
つ
い
て
で
あ
る
。

そ
の
選
択
肢
は
、
是
認
・
否
認
・
及
び
「
意
見
な
し
」
で
あ
る
。

民
会
代
表
の
多
数
が
「
意
見
な
し
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
提
案
者
達

は
、
自
ら
の
任
務
を
止
め
、
か
つ
そ
の
事
項
は
、
将
来
の
討
議
の

が
な
さ
れ
た
後
に
、
い
か
な
る
統
治
官
も
評
議
会
に
対
し
て
さ
ら

に
そ
う
し
た
意
見
や
討
議
を
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
老
院
を

開
催
で
き
る
。
こ
の
討
論
で
当
該
評
議
会
議
員
は
、
最
初
に
話
す

機
会
が
与
え
ら
れ
、
年
功
順
に
騎
士
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
る
。
討

論
の
結
論
は
、
投
票
に
付
さ
れ
る
。
従
っ
て
各
意
見
は
、
含
ま
れ

た
手
続
き
に
従
い
、
元
老
院
に
よ
っ
て
投
票
が
な
さ
れ
る
。

元
老
院
議
員
の
被
用
者
﹇
投
票
係
な
ど
﹈
達
は
、
議
院
を
通
じ

て
投
票
箱
を
運
搬
し
導
く
。
彼
ら
は
各
提
案
に
つ
い
て
是
認
得
票

に
つ
い
て
一
人
、
否
認
得
票
に
一
人
、
か
つ
「
意
見
な
し
」
の
得

票
に
一
人
が
処
理
す
る
。
各
元
老
院
議
員
は
、
自
ら
の
投
票
を
そ

れ
ら
の
投
票
箱
の
う
ち
の
一
つ
に
投
じ
る
。
も
し
諸
提
案
の
い
ず

れ
も
是
認
投
票
の
多
数
を
得
な
け
れ
ば
、
最
小
得
票
数
の
も
の
が

除
か
れ
、
そ
の
手
続
き
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

諸
提
案
の
う
ち
の
一
つ
が
是
認
投
票
の
多
数
﹇
過
半
数
﹈
を
獲

得
す
れ
ば
、
そ
れ
は
拘
束
力
を
有
す
る
元
老
院
命
令
と
な
る
。
こ

の
命
令
が
性
質
上
、
行
政
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
直
ち
に

法
的
拘
束
力
を
も
つ
命
令
と
な
る
。

他
方
、
元
老
院
に
可
決
さ
れ
た
命
令
が
「
制
定
さ
れ
、
廃
止
さ

れ
、
或
い
は
制
定
済
み
の
法
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
特
に
そ
れ
が
戦

争
に
お
け
る
人
の
徴
用
、
或
い
は
課
税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

二
二
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補
足
す
る
。
こ
れ
は
、
元
老
院
の
み
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
。
統

治
官
選
挙
は
、
元
老
院
が
四
月
前
半
に
開
催
す
る
と
き
、
元
老
院

の
最
初
の
議
事
日
程
と
な
る
。
こ
の
選
出
手
続
き
記
述
に
お
い
て
、

次
の
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
公
職
輪
番
制
に

よ
っ
て
元
老
院
が
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
騎
士
の
三
等
級

（classes

）
に
は
、
そ
の
任
期
の
第
三
年
に
仕
え
つ
つ
あ
る
騎
士
、

そ
の
第
二
年
に
仕
え
つ
つ
あ
る
騎
士
、
及
び
新
し
く
選
出
さ
れ
る

騎
士
が
い
る
。
そ
れ
ら
は
、「
元
老
院
の
第
一
、
二
、
三
水
準

（regions

）」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
各
年
に
六
人
の
統
治
官
が
選

出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
四
人
は
、
残
り
の
二
人
が
三
年
任
期
で
仕

え
る
﹇
第
三
御
璽
委
員
と
第
三
財
務
委
員
﹈
一
方
、
一
年
任
期
で

仕
え
る
﹇
将
軍
卿
・
演
説
官
卿
・
及
び
第
一
監
察
官
と
第
二
監
察

官
﹈。
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
四
人
の
一
年
任
期
の
統
治
官
は
、

そ
の
任
期
が
切
れ
る
と
い
け
な
い
か
ら
第
三
水
準
か
ら
選
出
さ
れ

る
（
11
）

。元
老
院
は
、
決
議
権
を
除
け
ば
、
む
し
ろ
現
代
の
議
院
内
閣
制

下
の
下
院
に
近
い
。
そ
れ
は
提
案
権
、
討
議
権
、
か
つ
各
省
庁
の

最
高
の
行
政
も
担
当
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
で
わ
れ
わ
れ
は
、

概
ね
元
老
院
の
概
略
を
述
べ
て
き
た
ゆ
え
に
、
最
後
に
補
足
の
み

示
す
こ
と
と
な
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
討
議
な

た
め
、
元
老
院
に
戻
さ
れ
る
。
多
数
が
否
認
す
れ
ば
、
そ
の
事
項

全
体
は
、
直
ち
に
退
け
ら
れ
る
。
民
会
代
表
の
多
数
が
是
認
投
票

議
決
を
す
れ
ば
、
全
て
条
項
毎
に
代
議
院
に
元
老
院
命
令
を
示
し

始
め
、
か
つ
認
め
ら
れ
る
の
は
、
是
認
と
否
認
の
み
と
な
る
（
9
）

。

﹇
四
﹈
公
布

代
議
院
に
お
い
て
、
是
認
投
票
が
多
数
を
得
る
各
条
項
は
か
く

し
て
、
法
と
な
っ
て
制
定
さ
れ
、
公
布
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
繰
り

返
す
こ
と
と
な
る
が
、
六
週
間
以
内
の
公
布
事
項
で
あ
り
、
印
刷

さ
れ
、
か
つ
公
表
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
（
10
）

。

〈
Ｃ
〉
元
老
院

元
老
院
の
構
成
は
、
各
部
族
か
ら
の
騎
兵
の
高
年
者
か
ら
な
り
、

合
計
三
百
人
の
騎
士
が
選
出
さ
れ
、
三
年
任
期
で
あ
る
。
元
老
院

の
基
本
的
機
能
に
し
て
権
限
は
、
法
案
の
提
出
及
び
討
議
﹇
審

議
﹈
権
で
あ
る
。
こ
れ
は
立
法
な
い
し
政
策
を
公
式
化
し
た
﹇
立

法
機
能
﹈
後
に
、
そ
の
提
案
が
印
刷
さ
れ
、
か
つ
代
議
院
に
渡
さ

れ
る
﹇
立
法
機
能
﹈。
元
老
院
の
次
の
機
能
は
、
執
行
機
能
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
各
専
門
行
政
機
関
に
相
当
す
る
四
評
議
会
の
成
員

を
元
老
院
議
員
の
中
か
ら
選
出
し
、
そ
れ
を
果
た
す
。

こ
こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
幾
つ
か
を

二
二
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主
主
義
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
い
。

（
二
）
代
議
院

本
項
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
政
治
的
議
会
主
権

（
政
府
執
行
部
と
の
融
合
を
含
む
）
を
担
う
下
院
で
あ
る
代
議
院

に
つ
い
て
論
じ
る
段
階
に
来
て
い
る
。
そ
の
代
議
院
の
主
要
な
機

能
は
、
立
法
・
代
表
・
及
び
最
高
司
法
機
能
に
わ
け
る
。
そ
の
議

会
主
権
を
支
え
る
下
院
概
念
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
幾
つ
か

に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
大
権
部
族
会
議

﹇P
rerogative T

ribe or P
rerogative A

ssem
bly

﹈」、「
民
会

〈
市
民
会
議
〉﹇the P

eople

﹈」、「
国
民
〈
市
民
〉
代
表
会
議

﹇R
epresentative of the people

﹈」
の
如
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
そ
の
時
代
的
背
景
、
及
び
理
解
し
や
す

さ
な
ど
か
ら
代
議
院
﹇
元
老
院
に
対
す
る
﹈
を
選
択
し
た
。
本
稿

で
は
前
節
で
最
も
多
く
の
紙
幅
を
要
し
た
が
故
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
の
第
二
十
三
条
「
代
議
院
﹇
民
会
﹈
の
権
限
・
機
能
・
及
び
手

続
き
形
態
」
の
文
節
を
中
心
に
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

〈
Ａ
〉
立
法
機
能

オ
シ
ア
ナ
議
会
の
立
法
過
程
全
体
に
つ
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
著

い
し
分
割
機
能
と
い
っ
た
、
不
可
欠
な
機
能
は
、「
静
穏
に
し
て

実
の
あ
る
議
論
を
認
め
る
の
に
足
り
る
小
機
関
で
一
緒
に
集
ま
る
、

社
会
の
最
も
賢
明
に
し
て
最
も
有
徳
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
必
然

的
に
遂
行
さ
れ
る
」
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
機
関
は
、「
世
襲
権
で

も
彼
ら
の
土
地
財
産
の
大
き
さ
で
も
な
く
、
彼
ら
の
優
れ
た
能
力

ゆ
え
に
選
挙
に
よ
る
」
選
択
さ
れ
た
人
々
か
ら
な
る
が
故
で
あ
る
（
12
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
現
代
に
お
け
る
政
策
な

い
し
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
的
長
所
を
言
っ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ

る
。さ

ら
に
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
そ
の
限
界
を
含
め
次
の
よ
う
に
結

論
づ
け
る
。
即
ち
、

「
自
然
的
貴
族
制
の
存
在
は
、
立
法
を
討
議
す
る
賢
人
機
関
を

創
設
し
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
特
殊
利
益
が
国
民
益
全
体

に
反
し
得
る
ゆ
え
に
、
こ
の
機
関
が
そ
れ
自
体
の
権
威
に
よ
っ
て

法
を
可
決
さ
せ
る
こ
と
は
、
大
き
な
誤
り
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ

の
元
老
院
は
、
純
粋
に
提
議
的
に
し
て
諮
問
的
要
件
で
行
動
す

る
（
13
）

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
確
か
に
有
能
な
騎
士
達
の

上
院
と
最
低
限
の
理
性
を
も
つ
代
表
達
の
下
院
の
均
衡
を
図
る
と

い
う
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
意
図
に
近
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
思
想
に
は
能
力
主
義
的
な
エ
リ
ー
ト
政
策
民

二
二
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
二
三
〇
）

「
討
議
は
、
結
果
の
当
然
な
母
体
で
あ
る
。
討
議
か
ら
ラ
テ
ン

語
の
作
者
達
に
よ
っ
て
元
老
院
が
『
父
﹇
議
員
﹈
達
（fathers

）』

と
呼
ば
れ
る
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
作
者
達
を
通
じ
て
民
会
の
呼
称
は
、

『
ア
テ
ナ
イ
の
人
々
』・『
コ
リ
ン
ト
の
人
々
』・『
ス
パ
ル
タ
の

人
々
』
の
如
き
、
人
々
（m

en

）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
呼
称
が
ス

テ
パ
ノ
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
パ
ウ
ロ
に
よ
っ
て
も
ユ
ダ
ヤ
人

達
の
元
老
院
や
民
会
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の

慣
習
は
、
異
邦
人
ば
か
り
に
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い

て
彼
ら
は
、
人
々
、
兄
弟
、
及
び
父
達
と
い
っ
た
言
葉
を
使
い
始

め
る
。
次
に
父
﹇
議
員
﹈（fathers

）
か
ら
国
民
﹇
市
民
﹈（the 

people

）
へ
と
、
民
会
（popular assem

bly, prerogative 
tribe

）
へ
と
至
る
（
16
）

」。

こ
の
文
節
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
両
院
議
会
に
関
す
る
古
代
の
知
恵

期
か
ら
の
伝
統
に
よ
っ
て
、
援
用
す
る
典
型
的
内
容
を
表
現
す
る

も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
、
先
の
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
が
両

院
制
に
関
し
て
最
も
立
法
過
程
の
合
理
的
根
拠
で
あ
る
と
い
う
文

節
に
達
し
て
い
る
。

「
討
議
ば
か
り
で
な
く
そ
の
結
果
も
有
す
る
評
議
会

（C
ouncil

）（
特
に
た
と
え
緩
や
か
な
選
挙
﹇
制
度
﹈
に
よ
る
と

し
て
も
）
は
、
外
部
か
ら
影
響
し
得
、
か
つ
内
部
の
利
益
に
よ
っ

作
に
お
い
て
最
も
明
確
な
表
現
は
、
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、

一
六
五
九
年
に
書
か
れ
た
『
立
法
の
技
術
（T

h
e A

rt of 

L
aw

givin
g

）﹇
全
三
巻
﹈』
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
。
な
る
ほ

ど
こ
の
著
作
は
、
表
題
が
示
す
如
く
、
立
法
そ
の
も
の
を
表
現
し

て
い
る
。
特
に
こ
れ
は
、
そ
の
第
三
巻
（「
民
主
制
的
統
治
モ
デ

ル
を
含
む
第
三
巻
﹇
そ
れ
は
、
前
述
の
技
術
に
従
っ
て
実
際
上
、

提
案
さ
れ
、
聖
書
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
か
つ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

財
産
の
均
衡
な
い
し
状
態
に
従
う
﹈」）
の
第
一
章
「
実
際
上
、
提

案
さ
れ
た
モ
デ
ル
の
市
民
部
分
を
含
む
（
14
）

」
の
中
の
一
節
に
お
け
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
章
は
、
例
の
如
く
農
地
法
か
ら
説
き
起
さ
れ
る
。
続
い
て

そ
れ
は
、
古
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
の
農
地
法
を
事
例
と
し
て

示
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
原
理
に
沿
っ
た
、
上
部
構
造
と
し
て
の
統

治
機
構
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
章
は
、
そ
れ
を
も
と
に
オ
シ
ア
ナ

の
憲
法
条
項
が
述
べ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
こ
れ
は
、
元
老
院
と
代

議
院
の
決
議
（
選
択
）
と
討
議
（
分
割
）
の
分
離
事
項
へ
と
進
め

ら
れ
る
（
15
）

。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
象
徴
的
論
述
か
ら

そ
れ
を
辿
っ
て
み
る
。

こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
特
有
の
古
代
の
知
恵
の
時
代
の
も
の
か

ら
説
き
起
こ
さ
れ
る
。

二
三
〇
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で
あ
る
（
17
）

」。

こ
こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
字
句
を
確
認
す
る
こ
と
と

し
よ
う
。
こ
の
文
節
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段
落
に
お

い
て
そ
れ
は
ま
ず
、
元
老
院
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
、
評
議
会
か

ら
説
き
起
こ
す
。
そ
れ
は
、
討
議
と
決
議
の
両
方
に
関
与
さ
れ
る

と
言
う
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
こ
の
評
議
会
は
、
内
外
の
両
方
か
ら

支
配
を
可
能
に
す
る
と
説
く
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
利
益
対
立
の
可

能
性
を
想
定
し
、
そ
の
党
派
対
立
を
念
頭
に
置
く
。
他
の
対
立
を

防
止
す
る
た
め
に
、
徹
底
し
た
熟
議
に
専
念
さ
せ
、
か
つ
そ
れ
に

よ
っ
て
最
善
の
政
策
提
案
を
可
能
に
す
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
決

議
の
前
提
条
件
が
整
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

後
段
で
は
熟
議
を
担
当
す
る
も
の
が
国
民
﹇
市
民
﹈
全
体
の
利

益
に
よ
る
政
策
提
案
が
不
十
分
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
前
提
条
件

が
崩
壊
し
て
し
ま
う
と
い
う
。
他
方
で
結
果
を
担
う
民
会
は
、
そ

の
国
民
な
い
し
市
民
の
全
体
利
益
を
目
指
し
て
主
に
そ
れ
を
推
進

す
る
。
た
と
え
票
決
に
お
い
て
拮
抗
し
て
い
て
も
、
公
平
な
公
職

輪
番
制
に
よ
れ
ば
、
そ
の
正
統
性
（
こ
れ
も
現
代
の
議
会
の
重
要

な
機
能
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
）
が
確
保
で
き
る
と
説
か
れ
る
。

こ
の
結
果
と
討
議
事
項
は
、
そ
の
重
要
な
条
件
整
備
に
よ
っ
て
均

衡
の
と
れ
た
統
治
が
可
能
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

て
支
配
で
き
る
。
討
議
か
ら
そ
の
問
題
へ
と
あ
な
た
方
を
急
が
せ
、

或
い
は
叫
ば
せ
、
か
つ
あ
な
た
方
を
そ
の
結
果
へ
と
形
成
さ
せ
、

か
つ
偏
っ
た
党
派
が
存
在
し
得
る
。
他
方
、
も
し
そ
れ
が
何
ら
の

結
果
の
力
も
も
た
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
い
か
な
る
偏
向
も
な
く
成

熟
か
ら
こ
う
し
た
討
議
を
逸
ら
す
原
因
な
く
し
て
、
討
議
の
み
同

然
の
ま
ま
に
残
り
得
よ
う
。
そ
こ
に
お
い
て
偏
向
な
き
討
議
の
成

熟
は
、
元
老
院
の
最
終
的
理
由
を
置
き
、
か
つ
国
民
﹇
市
民
﹈
に

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
見
解
全
体
を
置
く
。

し
か
し
こ
れ
が
な
さ
れ
る
と
き
、
も
し
あ
な
た
方
の
決
議
す
る

民
会
が
国
民
﹇
市
民
﹈
全
体
の
み
の
利
益
を
吸
収
し
得
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
く
、
或
い
は
国
民
﹇
市
民
﹈
全
体
の
み
の
利
益
を
与

え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
全
て
は
失
わ
れ
よ
う
。
と
い
う
の
は
民

会
全
て
の
結
果
は
、
彼
ら
自
身
の
利
益
と
な
る
と
み
な
す
も
の
に

基
づ
い
て
主
に
進
め
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
得
票
が
下
院
に
お

い
て
六
対
四
で
あ
る
と
こ
ろ
で
は
千
人
か
ら
な
る
公
職
輪
番
制
に

基
礎
づ
け
る
、
民
会
が
秩
序
立
っ
て
選
出
さ
れ
る
国
民
﹇
市
民
﹈

全
体
の
み
か
ら
な
る
の
を
除
き
、
い
か
な
る
利
益
も
あ
り
得
ぬ
方

法
は
、
決
し
て
存
在
す
べ
き
で
は
な
く
、
私
が
信
じ
る
如
く
、
い

つ
も
示
し
得
な
か
ろ
う
。
ゆ
え
に
同
様
な
区
分
か
ら
討
議
と
結
果

の
よ
う
な
区
分
か
ら
、
民
主
制
的
統
治
の
最
高
の
神
秘
は
な
る
の

二
三
一
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こ
し
部
分
に
つ
い
て
前
節
で
辿
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
に
次

ぐ
文
節
と
な
る
。

「
立
法
権
の
結
果
で
あ
る
決
議
権
限
に
つ
い
て
本
憲
法
に
よ
っ

て
民
会
﹇
代
議
院
﹈
は
、
大
﹇
主
﹈
権
部
で
あ
る
彼
ら
の
平
等
な

代
表
の
結
果
に
よ
っ
て
彼
ら
自
身
の
形
成
な
い
し
確
認
に
よ
ら
ぬ

法
に
よ
っ
て
も
義
務
付
け
ら
れ
ぬ
。
元
老
院
に
と
っ
て
民
会
﹇
代

議
院
﹈
に
服
従
を
必
要
に
せ
し
め
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。
民
会

に
よ
っ
て
六
週
間
で
公
布
さ
れ
ず
、
印
刷
さ
れ
ず
か
つ
公
表
さ
れ

ぬ
い
か
な
る
法
に
よ
っ
て
、
元
老
院
へ
と
特
有
な
服
従
を
与
え
る

こ
と
は
、
違
法
で
あ
る
。
そ
の
後
代
議
院
に
元
老
院
の
権
威
で
提

案
さ
れ
、
か
つ
こ
の
代
議
院
の
多
数
決
議
決
で
決
定
さ
れ
ね
ば
違

法
で
あ
る
。
元
老
院
は
、
こ
う
し
て
与
え
ら
れ
た
民
会
の
同
意
に

よ
っ
て
、
或
い
は
次
の
よ
う
な
緊
急
の
場
合
を
除
き
、
そ
の
よ
う

に
制
定
さ
れ
た
戦
争
を
行
い
、
人
を
徴
用
し
、
お
金
を
徴
収
す
る

い
か
な
る
権
限
も
も
た
ぬ
こ
と
と
す
る
。
即
ち
、
そ
こ
に
お
い
て

そ
の
よ
う
に
要
件
づ
け
ら
れ
、
か
つ
元
老
院
と
民
会
の
両
方
で
そ

の
権
力
は
、
既
に
規
定
さ
れ
た
こ
の
憲
法
に
従
っ
て
い
る
機
関
の

独
裁
官
に
あ
る
こ
と
と
す
る
。
法
が
公
布
さ
れ
る
前
に
、
い
か
な

る
こ
と
も
実
行
し
、
か
つ
反
対
す
る
た
め
の
特
定
の
密
議
、
秘
密

集
会
、
及
び
討
議
も
な
い
と
し
て
、
監
察
官
が
元
老
院
を
批
判
し
、

も
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
強
い
制
度
へ
の
信
頼
感
が
示
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
論
評
す
る
。

即
ち
、「
立
法
は
、
討
議
に
お
け
る
知
恵
と
最
終
決
定
へ
の
到
達

で
の
利
益
代
表
で
あ
る
、
二
つ
の
特
有
な
要
素
を
必
要
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
に
の
み
で
は
、
共
和
国
は
、
危
険
と
な
ろ
う
。

知
恵
の
み
で
は
国
民
の
利
益
に
反
し
得
、
利
益
の
み
で
は
短
絡
的

で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
得
る
と
評
す
る
。
従
っ
て
立
法
提
案
を
も

つ
民
主
制
的
議
会
﹇
民
会
﹈
は
、
そ
れ
が
存
在
意
義
で
あ
る
、
諸

利
益
に
関
す
る
ま
さ
に
熟
議
を
必
然
的
に
歪
め
て
し
ま
う
と
い
う
。

ゆ
え
に
立
法
提
案
に
最
終
的
決
定
権
を
も
つ
代
議
院
は
、
投
票
議

決
以
上
を
な
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
18
）

。

こ
の
文
節
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
熟
議
と
公

平
な
選
挙
に
対
す
る
か
な
り
な
楽
観
主
義
な
い
し
理
想
主
義
に
基

づ
い
て
い
る
と
み
な
す
。
さ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
本
項
の
主
要
分
析

原
文
で
あ
る
オ
シ
ア
ナ
憲
法
の
第
二
十
三
条
と
取
り
組
む
段
階
に

来
て
い
る
。

そ
れ
は
、
表
題
の
如
く
、
立
法
、
立
法
手
続
き
（
こ
れ
は
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
の
規
定
に
付
随
し
て
述
べ
ら
れ
る
）、
及
び
司
法
機

能
の
条
文
と
言
う
名
が
記
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
そ
の
立

法
機
能
部
分
か
ら
始
め
る
こ
と
と
な
る
。
本
稿
は
、
そ
の
説
き
起

二
三
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が
、
こ
の
憲
法
の
特
別
規
定
に
基
づ
き
、
独
裁
官
に
委
ね
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
有
事
の
場
合
を
除
き
、
平
時
に
は

そ
う
し
た
権
限
は
、
上
院
に
は
な
く
、
下
院
に
属
す
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
る
。
こ
の
最
後
の
文
節
は
、
護
民
官
や
監
察
官
が
両
院
に

反
対
し
た
り
批
判
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
容
認

す
る
。
こ
れ
は
法
が
公
布
さ
れ
る
以
前
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ

る
。
そ
れ
も
オ
シ
ア
ナ
の
特
徴
が
表
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
批
判
や
反
対
、
或
い
は
異
論
の
自
由
を
認
め
る
。

こ
こ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
討
議
の
自
由
主

義
思
想
を
読
み
取
り
得
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
国
家
を
混
乱
に
陥

れ
ぬ
こ
と
が
条
件
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
体
の
安
定
な

い
し
平
和
の
維
持
に
か
か
わ
る
。

〈
Ｂ
〉
司
法
機
能

オ
シ
ア
ナ
の
下
院
に
お
け
る
立
法
機
能
の
次
は
、
司
法
機
能
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
事
件
で
元
々
の
も
の
の
管
轄
権
を
も
つ
他

の
事
件
に
お
い
て
、
控
訴
管
轄
権
を
も
つ
。
こ
れ
は
、
そ
の
憲
法

に
お
い
て
こ
の
「
共
和
国
の
最
高
司
法
機
関
（
20
）

」
と
規
定
さ
れ
る
。

そ
の
第
一
は
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
期
の
基
本
法
に
な
っ
て
い
る
も

の
と
同
様
な
系
譜
を
辿
る
。
そ
れ
は
、「
国
民
﹇the people

﹈
主

か
つ
護
民
官
が
民
会
を
論
評
す
る
。
し
か
し
全
て
の
者
は
、
自
由

に
し
て
開
か
れ
た
方
法
で
な
し
得
る
（
19
）

」。

こ
の
オ
シ
ア
ナ
議
会
に
お
け
る
立
法
な
い
し
法
形
成
条
文
は
、

二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
前
半
が
主
要
規
定
で
、

後
半
が
そ
れ
を
補
う
も
の
と
み
な
し
得
る
。
ま
ず
こ
の
本
来
の
立

法
部
分
の
そ
れ
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
そ
の
説
き
起
こ
し

文
は
、
立
法
権
の
決
議
を
代
議
院
が
担
う
と
明
記
す
る
。
こ
の
代

議
院
は
、
主
権
部
を
な
し
、
か
つ
平
等
な
代
表
を
な
す
も
の
で
も

あ
り
、
こ
の
機
関
が
法
形
成
と
法
の
是
認
を
行
う
こ
と
を
述
べ
る
。

次
に
民
会
は
、
上
院
に
は
服
さ
な
い
ゆ
え
に
、
そ
の
下
院
の
優
越

性
を
確
認
す
る
。
引
き
続
き
こ
の
決
議
機
関
が
辿
る
べ
き
最
終
的

手
続
き
を
規
定
す
る
。
即
ち
、
代
議
院
に
よ
る
法
は
、
六
週
間
以

内
に
公
布
し
、
か
つ
印
刷
が
な
さ
れ
、
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
す
る

と
。
こ
こ
で
も
元
老
院
に
下
院
が
服
さ
ぬ
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ

の
前
半
の
最
後
の
文
は
、
合
理
的
に
し
て
平
等
主
義
的
で
あ
る
多

数
決
原
理
手
続
き
を
述
べ
る
。

引
き
続
き
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
立
法
権
に
関
す
る
後
半
の
特
別

的
規
定
へ
と
移
る
。
ま
ず
初
め
に
有
事
に
お
け
る
独
裁
官
制
度
に

関
わ
る
も
の
が
示
さ
れ
る
。
即
ち
、
上
院
が
緊
急
時
に
お
け
る
特

別
権
限
は
、
両
院
に
よ
っ
て
戦
争
遂
行
権
や
特
別
な
資
金
徴
収
権

二
三
三
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更
な
る
議
決
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
22
）

。

共
和
国
憲
法
第
二
十
三
条
は
、
そ
の
六
つ
の
選
択
肢
を
示
す

（
た
だ
し
そ
の
う
ち
に
お
い
て
不
適
切
で
あ
り
得
る
も
の
も
あ
る
）。

即
ち
、

「
①
被
告
は
、
軽
減
召
喚
状
を
も
つ
か
ど
う
か
。
②
被
告
は
、

い
く
ら
い
く
ら
を
科
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
或
い
は
い
く
ら
い
く

ら
が
科
せ
ら
れ
る
か
。
③
被
告
は
、
供
託
金
を
没
収
さ
れ
る
か
ど

う
か
。
④
被
告
は
、
統
治
官
﹇
官
吏
﹈
職
に
就
く
能
力
が
あ
る
か

ど
う
か
。
⑤
被
告
は
、
追
放
さ
れ
る
か
ど
う
か
。
⑥
被
告
は
、
死

刑
と
さ
れ
る
か
ど
う
か
（
23
）

」。

こ
れ
ら
の
選
択
肢
、
或
い
は
少
な
く
と
も
そ
の
う
ち
の
三
つ
は
、

代
議
院
に
よ
っ
て
採
否
が
投
票
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。
是
認
得

票
の
多
数
を
得
る
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
裁
判
所
の
判
決
と
な

る
。
立
法
部
の
場
合
に
お
け
る
如
く
、
代
議
院
の
会
合
時
間
の
大

部
分
を
多
分
占
め
る
こ
の
機
能
は
、
い
か
な
る
議
論
も
な
く
し
て

遂
行
さ
れ
る
。
そ
の
投
票
は
、
そ
の
弁
論
の
結
び
で
直
ち
に
な
さ

れ
る
。
こ
こ
に
オ
シ
ア
ナ
の
政
治
制
度
の
問
題
点
が
出
て
く
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
弁
明
さ
れ
る
。
即
ち
、

こ
れ
は
、
そ
の
代
議
院
議
員
が
各
々
の
理
由
を
知
る
こ
と
な
く
し

て
三
年
間
同
じ
代
議
院
で
と
も
に
議
席
を
占
め
得
る
し
、
何
ら
の

権
反
逆
罪
」
と
称
す
る
全
て
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
国
民
主
権
反
逆
罪
は
、
大
逆
罪
・
公
金
横
領
罪
・
或
い

は
公
金
の
誤
っ
た
使
用
犯
罪
を
含
む
。
そ
れ
は
、
特
に
い
か
な
る

人
も
「
軍
法
会
議
及
び
軍
会
議
を
除
き
、
い
か
な
る
共
和
国
の
裁

判
所
か
ら
も
代
議
院
」
に
上
訴
で
き
る
。
原
告
は
、
自
ら
が
敗
訴

と
な
る
場
合
に
没
収
さ
れ
る
「
百
ポ
ン
ド
」
の
供
託
金
を
支
払
う

こ
と
の
み
を
条
件
（
21
）

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

代
議
院
の
司
法
手
続
き
は
、
絡
み
合
わ
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と

も
評
価
に
値
し
手
短
に
記
述
さ
せ
る
ほ
ど
、
特
別
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
全
訴
訟
は
、
代
議
院
議
員
全
員
の
前
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
。

そ
の
各
訴
訟
当
事
者
或
い
は
そ
の
当
事
者
の
弁
護
士
は
、
文
書
を

読
み
、
か
つ
証
拠
を
検
査
す
る
の
に
費
や
す
時
間
を
除
き
、
そ
の

人
の
弁
論
の
い
ず
れ
を
示
す
べ
き
か
に
つ
い
て
一
時
間
半
が
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
発
表
の
終
了
後
に
、
こ
の
代
議
院
全
体
は
有
罪
・

無
罪
・
及
び
意
見
な
し
に
よ
っ
て
決
議
さ
れ
る
。
も
し
意
見
な
し

の
投
票
決
議
が
な
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
弁
論
は
、
三
時
間
の
追
加
に

よ
っ
て
再
開
さ
れ
る
。
二
つ
の
弁
論
（
全
て
で
九
時
間
）
が
あ
れ

ば
、
意
見
な
し
議
決
は
、
三
回
目
の
議
決
が
認
め
ら
れ
ぬ
。
そ
の

多
数
が
被
告
を
無
実
と
決
議
す
れ
ば
、
そ
の
裁
判
は
結
審
さ
れ
る
。

こ
の
多
数
は
、
被
告
を
有
罪
と
議
決
す
れ
ば
、
そ
の
処
罰
を
科
す

二
三
四
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ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
元
老
院
が
民
会
を
教
示
す
る
、
本
来
の
教
育
的

役
割
に
言
及
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
元
老
院
の
演
説
に
よ
っ
て
民

会
を
教
示
し
得
る
と
説
か
れ
る
。

〈
Ｃ
〉
代
表
機
能

代
議
院
な
い
し
民
会
の
代
表
機
能
は
、
そ
の
民
会
（the 

people

）、
議
会
代
表
（deputies of assem

bly

）
及
び
国
民
代

表
（representative of the people

）
の
下
院
表
現
に
よ
っ
て

明
確
で
あ
る
。
そ
れ
は
議
会
の
最
高
決
定
権
を
も
つ
と
い
う
こ
と

で
国
民
主
権
の
条
件
に
適
う
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、

オ
シ
ア
ナ
の
理
念
と
し
て
の
国
民
代
表
原
理
を
定
め
る
。
こ
れ
は
、

後
の
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
多
様
な
論
文
な
ど
に
お
い
て
国
民
が
最

高
意
思
決
定
者
で
あ
る
と
い
う
民
主
主
義
的
思
想
傾
向
は
、「
民

主
制
的
統
治
な
い
し
平
等
な
共
和
国
」
な
ど
の
表
現
に
よ
っ
て
も

明
確
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
オ
シ
ア
ナ
の
選
挙
制
度
論
に
お
い
て
確

認
で
き
る
。
例
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
の
「
憲
法
の
概
観
」

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
民
会
議
員
が
教
区
毎
に
五
分
の
一
か

ら
選
挙
人
団
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
、
民
会
選
挙
が
実
質
的
各
部
族

﹇
州
﹈
か
ら
選
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
合
計
で
千

誇
張
も
な
く
言
い
得
る
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
う
し
た
代

議
院
の
司
法
権
を
擁
護
す
る
。
彼
は
「
統
治
官
職
権
限
が
私
的
利

用
と
な
る
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
か
つ
こ
の
民
会
に
説
明
責
任

を
負
わ
ぬ
こ
と
と
な
れ
ば
、
共
和
国
は
そ
の
自
由
を
失
う
（
24
）

」
と
論

じ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
司
法
権
限
は
、
た
ん
に
法
的
係
争
を
決
定
す

る
便
宜
的
方
式
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
共
和
国
全
て
の
統
治
官

活
動
に
対
す
る
積
極
的
抑
制
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト

ン
は
、
民
会
の
類
似
な
最
終
控
訴
権
が
全
て
の
共
和
国
に
存
在
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
後
、
こ
の
権
限
な
く
し
て
「
民
主
制
的
統
治

の
よ
う
な
も
の
な
ど
存
在
せ
ぬ
（
25
）

」
と
主
張
す
る
。
代
議
院
の
唯
一

の
仕
事
は
、
そ
の
主
要
な
義
務
が
多
分
、
そ
の
時
間
が
専
念
す
る

の
に
不
十
分
と
い
う
事
実
か
ら
生
じ
る
。
さ
ら
に
こ
の
条
文
は
、

次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
こ
の
共
和
国
憲
法
に
よ
っ
て
元
老
院
提
案
も
民
会
の
非
難
も
、

継
続
的
活
動
に
代
議
院
を
開
催
さ
せ
る
ほ
ど
、
頻
繁
で
な
い
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
元
老
院
は
、
そ
の
あ
る
騎
士
な

い
し
統
治
官
に
代
議
院
で
な
さ
れ
る
演
説
を
真
に
果
た
す
こ
と
と

な
る
（
26
）

」。
こ
こ
で
の
問
題
は
、
民
会
が
ど
れ
ほ
ど
長
く
司
法
に
関
わ
る
時

間
的
余
裕
を
も
つ
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

二
三
五
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（
4
） 

例

え

ば
、A

.K
elso, P

a
rlia

m
en

ta
ry reform

 a
t 

W
estm

in
ster,2009,pp.19-20; J.G

oldsw
orthy,T

h
e 

S
overeign

ty of P
a

rlia
m

en
t:H

istory a
n

d
 P

h
ilosop

h
y,

O
xford,1999,p.9,etc.

（
5
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,op.cit.,p.22,etc.

（
6
） 

例
え
ば
、D

.Judge,P
olitical In

stitu
tion

s in
 th

e U
n

ited
 

K
in

gd
om
,O
xford,2005,pp.23-80,etc.

（
7
） J.G

.A
.P
ocock,ibid.,pp.133-167;B

litzer,ibid.,pp.238-40.

（
8
） J.G

.A
.P
ocock,ibid.,pp.133-167;B

litzer,ibid.

（
9
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,ibid.,pp.166-7,etc.

（
10
） P

ocock,ed.,ibid.,p.166.

（
11
） 

Ibid.,pp.121-22;C
.B
litzer,ibid.,pp.247-48.

（
12
） 

Ibid.,pp.23-24;B
litzer,ibid

.,p.241.

（
13
） B

litzer,ibid.,p.244.

（
14
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,T

h
e P

olitica
l W

ork
s of J

a
m

es 
H

arrin
gton,1977,pp.655,665;B

litzer,ibid,p.243.

（
15
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,1977,op.cit.,pp.663-673.

（
16
） 

Ibid.,p.673.

（
17
） 

Ibid.,pp.676-7;B
litzer,ibid.,pp.245-6.

（
18
） B

litzer,p.246.

（
19
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,1992,ibid.,pp.166-7.

（
20
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,ibid.,p.167.

（
21
） 

Ibid.,pp.167-9

（B
litzer,ibid.,p.244

）.

（
22
） 

Ibid.（B
litzer,ibid.,pp.246-7

）

五
十
人
の
議
員
が
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
（
27
）

こ
と
に
よ
っ
て
明
ら

か
で
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
も
現
代
民
主
主
義
的
代
表
（
普
通
選
挙

制
）
観
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
投
票
に
参
加
す
る
人
々
は
、
女
性
、

子
供
、
使
用
人
な
ど
が
除
外
さ
れ
、
か
つ
青
年
も
除
か
れ
る
。

従
っ
て
高
年
者
の
み
か
ら
な
る
。
し
か
し
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
は
、
全
人
口
の
十
二
分
の
一
に
達
す
る
と
い
う
。
こ
れ

は
、
当
時
の
庶
民
院
の
選
挙
権
者
よ
り
も
か
な
り
多
か
っ
た
（
28
）

。

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
民
会
議
員
の
機
能
が
選
挙
区
の
願
望

に
反
映
す
る
た
め
、
国
民
代
表
と
地
域
代
表
の
機
能
が
期
待
さ
れ

よ
う
。
そ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
論
は
、

よ
り
民
主
主
義
的
な
思
想
を
も
つ
主
張
と
言
い
得
る
。

（
1
） G

.M
arshall,C

on
stitu

tion
al L

aw
,O
xford,1971,pp.1-12;

J.G
.A
.P
ocock,ed.,1992,T

h
e C

om
m

on
w

ealth
 of O

cean
a 

an
d

 A
 S

ystem
 of P

olitics,1992,p.234,etc.

（
2
） 

例
え
ば
、
拙
稿
「
Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
の
統
治
原
理
に
関
す
る

一
考
察
」『
法
学
紀
要
』（
第
五
四
巻
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
3
） G
.L
oew
enberg,ed.,B

ritish
 an

d
 F

ren
ch

 P
arliam

en
ts 

in
 C

om
parative P

erspective,C
hicago,1971,pp.4-5;D

.Judge,
T

h
e P

arliam
en

tary S
tate,1993,etc.

二
三
六



Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
の
代
議
院
に
関
す
る
一
断
片
（
倉
島
）

（
二
三
七
）

制
が
深
く
浸
透
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
と
正
反
対
な
共
和
制
理
論

で
あ
る
が
ゆ
え
、
こ
れ
は
、
無
視
さ
れ
て
き
た
事
情
な
ど
に
よ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
う
し
た
問
題
の
両
面
と
取
り
組
む
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
両
方
の
側
面
を
補
う
べ
く

そ
の
研
究
を
掘
り
下
げ
よ
う
と
試
み
た
。
本
稿
は
、
最
近
の
内
外

の
研
究
の
進
展
状
況
（
例
え
ば
、
共
和
主
義
概
念
の
拡
張
解
釈
な

ど
）
も
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

わ
れ
わ
れ
は
今
、
提
起
し
た
問
題
の
流
れ
の
中
で
、
ハ
リ
ン
ト
ン

の
政
治
制
度
思
想
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

ず
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
な
い
し
内
戦
期
の
文
脈
的
視
点
に
立
ち
か
え

る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
一
方
で
当
時
の
思
想
傾
向
に
注
目
す

る
事
項
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
存
在
す
る
議
会
派
の

権
利
の
主
張
と
共
通
す
る
視
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン

に
お
い
て
き
わ
め
て
深
く
根
差
さ
れ
る
政
治
的
議
会
主
権
観
で
あ

る
。
他
方
、
彼
の
オ
シ
ア
ナ
憲
法
論
に
お
け
る
成
文
憲
法
的
立
憲

主
義
な
い
し
政
治
制
度
論
的
側
面
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ

ら
を
政
治
思
想
史
的
文
脈
と
政
治
制
度
的
文
脈
を
含
む
も
の
と
し

て
理
解
し
得
る
。

本
稿
は
ま
ず
、
第
二
節
に
お
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
が
『
オ
シ
ア
ナ

共
和
国
』
で
進
め
る
如
く
、
そ
の
共
和
制
憲
法
の
概
観
か
ら
そ
れ

（
23
） 

Ibid.,p.169

（B
litzer,ibid.

）.
（
24
） 

Ibid.,p.171

（B
litzer,ibid.

）

（
25
） 

Ibid.（B
litzer,ibid.

）

（
26
） 

Ibid.

（
27
） 

例
え
ば
、J.G

.A
.P
ocock,ed.,1992,ibid.,p.148,etc.

（
28
） C

.B
litzer,ib

id
.,p.224;D

.L
.S
m
ith,T

h
e S

tu
a

rt 
P

arliam
en

ts,A
rnold,1999,pp.26-31,etc.

第
四
節　

結
論

わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
が
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
の
政
治
制
度
思
想
問

題
を
広
範
な
視
点
か
ら
分
析
し
よ
う
と
試
み
る
た
め
、
こ
こ
で
若

干
の
補
足
を
な
し
、
そ
の
論
理
的
筋
道
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
本
序
論
で
日
本
の
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
の
問
題

点
が
二
つ
の
分
野
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
と
捉
え
た
。
そ
れ
は
一

方
で
政
治
思
想
史
分
野
の
問
題
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
は
、

ア
メ
リ
カ
で
は
憲
法
制
度
論
と
し
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
最
も
そ

の
制
度
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
日
本
に
お
い
て
そ
れ
が
現

実
的
で
あ
る
が
重
要
な
思
想
事
項
で
な
い
と
し
て
退
け
ら
れ
る
傾

向
が
あ
っ
た
。
他
方
、
政
治
制
度
な
い
し
憲
法
理
論
と
し
て
君
主

二
三
七
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か
つ
彼
ら
が
議
員
と
兼
任
と
な
っ
て
い
る
点
な
ど
﹈
を
含
む
政
治

的
議
会
主
権
論
に
よ
っ
て
達
成
で
き
る
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
に
お
け
る
「
自
然
的
貴
族
主

義
」
は
、
確
か
に
一
般
国
民
の
政
治
参
加
の
制
限
主
義
で
も
あ
る
。

と
は
い
え
別
の
視
角
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
能
力
の
点
で
そ
れ
が
優

れ
て
い
る
と
い
う
考
察
は
、
現
代
の
「
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
」
と

言
わ
れ
る
政
策
面
で
そ
れ
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
で
あ
り
、

逆
説
的
に
そ
れ
を
先
取
り
し
て
い
る
と
も
言
い
得
る
。

し
か
し
な
が
ら
オ
シ
ア
ナ
憲
法
の
規
定
は
、
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
も

指
摘
し
て
い
る
如
く
、
必
ず
し
も
安
定
し
た
統
治
を
支
え
る
行
政

執
行
部
で
あ
る
か
ど
う
か
に
問
題
を
残
す
。
と
い
う
の
は
あ
ま
り

に
も
そ
れ
ら
が
抑
制
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
ハ
リ
ン
ト
ン
の
制
度
は
、
基
本
的
に
は
共
和
国
の
市
民
達
の

自
由
の
確
保
と
そ
の
政
体
へ
の
市
民
参
加
に
よ
っ
て
そ
の
活
性
化

や
権
力
の
抑
制
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
視
点
か
ら
十
分

に
自
由
主
義
的
或
い
は
共
和
主
義
的
視
角
に
よ
っ
て
評
価
で
き
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

と
取
り
組
み
始
め
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
基
本
原
理
で
あ
る
農
地
法

原
理
と
公
職
輪
番
制
に
基
づ
い
て
広
範
に
し
て
詳
細
に
規
定
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
論
理
上
き
わ
め
て
思
想
的
奥
深
さ

を
示
す
が
、
論
理
的
明
晰
性
と
な
る
と
、
問
題
も
残
る
。
そ
れ
は
、

本
文
で
も
記
す
如
く
、
必
ず
し
も
簡
明
に
理
解
し
得
る
も
の
で
も

な
い
条
文
﹇
例
え
ば
、
選
挙
制
度
﹈
も
あ
り
、
或
い
は
用
語
法

﹇
例
え
ば
、
イ
コ
ー
ル
が
「
均
衡
」
の
意
の
も
の
も
あ
る
﹈
も
見

受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
第
三
節
「
オ
シ
ア
ナ
議
会
と
代
議
院
制

度
」
に
お
い
て
、
新
制
度
論
な
ど
の
視
点
（
歴
史
的
制
度
論
の
経

路
依
存
性
的
な
側
面
﹇
例
え
ば
、「
統
監｣
や
一
人
息
子
の
兵
員

概
念
な
ど
﹈）
を
含
む
政
治
制
度
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
捉

え
な
お
す
作
業
を
展
開
し
た
。

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
、
農
地
法
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
っ
て
将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
経
済
的
下
部
構
造
の
定
着
化
、

及
び
よ
り
広
範
な
市
民
の
投
票
参
加
的
選
挙
制
度
、
並
び
に
行
政

官
達
の
輪
番
制
な
ど
﹇
抑
制
と
均
衡
制
度
﹈
に
よ
っ
て
、
持
続
可

能
に
し
て
安
定
し
た
統
治
な
い
し
下
部
構
造
を
樹
立
さ
せ
よ
う
と

試
み
た
と
理
解
す
る
。
具
体
的
に
は
そ
れ
ら
は
、
両
院
制
議
会
と

議
院
内
閣
制
的
統
治
﹇
元
老
院
か
ら
重
要
な
統
治
官
が
選
出
さ
れ
、

二
三
八


